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シュルレアリスムと展覧会カタログ（1）

一
〇
五

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
（1）

石　

井　

祐　

子

は
じ
め
に

表
紙
と
背
表
紙
が
入
れ
替
わ
っ
た
冊
子
、
ゴ
ム
製
の
女
性
の
乳
房
（「
お
触
り
く
だ
さ
い
」
と
い
う
言
葉
つ
き
）
が
カ
バ
ー
に
鎮
座
す
る

分
厚
い
本
、
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
や
電
報
の
入
っ
た
緑
色
の
郵
便
箱
。
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
と
い
う
と
き
、
想
起
さ
れ

る
の
は
こ
う
し
た
趣
向
の
凝
ら
さ
れ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
ブ
ッ
ク
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
実
際
、
と
く
に
一
九
三
〇
年
代
半
ば
以
降

に
隆
盛
す
る
国
際
展
を
筆
頭
に
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
展
覧
会
は
次
第
に
大
規
模
化
し
、
そ
の
「
前
衛
的
」
な
展
示
空
間
と
と
も
に
、

上
記
の
よ
う
な
カ
タ
ロ
グ
の
デ
ザ
イ
ン
が
注
目
さ
れ
、
今
日
で
も
広
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
展
覧
会
は
、
と
り
わ
け
造
形
分
野
で
の
活
動
を
支
え
る
媒
体
と
し
て
機
能
し
た
。
そ
れ
は
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
実
験
・
実
践
の
場
で
あ
り
、「
驚
異
」
や
「
強
迫
観
念
」
を
醸
成
す
る
総
合
的
な
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
で
あ
っ

た
。
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
に
と
っ
て
、
雑
誌
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
の
重
要
性
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
る
通
り
で
あ
る
が
、
展
覧
会
も
ま
た
、

と
り
わ
け
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
美
術
の
展
開
や
そ
の
言
説
の
形
成
に
お
い
て
、
主
要
な
舞
台
と
な
っ
た
の
で
あ
る  

。
ゆ
え
に
、
シ
ュ

ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
展
覧
会
に
関
す
る
研
究
は
充
実
し
、
広
い
射
程
を
も
つ
。
そ
れ
は
た
と
え
ば
、
展
覧
会
史
や
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
研
究
、

よ
り
広
く
は
文
化
人
類
学
の
分
野
に
お
い
て
も
、
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
空
間
構
成
、
展
示
の
政
治
等
を
め
ぐ
っ

て
考
察
す
る
際
の
事
例
と
し
て
し
ば
し
ば
議
論
の
俎
上
に
載
せ
ら
れ
て
き
た  

。
筆
者
も
こ
れ
ま
で
に
、
マ
ッ
ク
ス
・
エ
ル
ン
ス
ト
（M

ax 
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一
〇
六

E
rnst, 1891 -1976

）
の
展
覧
会
や
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
国
際
展
を
中
心
に
、
そ
の
作
品
展
示
と
展
示
空
間
の
構
成
に
つ
い
て
コ
ラ
ー

ジ
ュ
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
し
た  

。

一
方
で
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
に
つ
い
て
は
、
従
来
そ
れ
自
体
が
考
察
の
対
象
に
な
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
か
っ

た
よ
う
に
思
わ
れ
る  

。
も
ち
ろ
ん
、
上
述
の
よ
う
な
国
際
展
の
カ
タ
ロ
グ
は
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
オ
ブ
ジ
ェ
と
し
て
、
あ
る
い

は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
ブ
ッ
ク
と
し
て
言
及
さ
れ
る
機
会
も
多
い
。
だ
が
、
そ
れ
ら
の
カ
タ
ロ
グ
は
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
展
覧
会
史

の
一
部
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
他
の
カ
タ
ロ
グ
に
つ
い
て
も
、
展
覧
会
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
資
料
と
し
て
参
照
さ
れ
る

こ
と
は
少
な
く
な
い
が
、
カ
タ
ロ
グ
自
体
の
構
成
・
形
式
と
展
覧
会
の
展
示
空
間
と
の
関
連
、
あ
る
い
は
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
美
術

と
そ
れ
を
め
ぐ
る
言
説
の
展
開
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
そ
の
様
相
を
包
括
的
に
検
討
す
る
研
究
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
本
稿
は
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
展
覧
会
に
お
い
て
、
カ
タ
ロ
グ
が
ど
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に

提
示
さ
れ
て
い
た
の
か
を
考
察
す
る
こ
と
を
主
な
目
的
と
す
る
。
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
幾
つ
か
の
個
別
具
体
的
な
事

例
に
つ
い
て
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
形
式
な
の
か
、
展
示
空
間
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
結
ん
で
い
た
の
か
、
い
か
な
る
文
化
的
・
シ
ュ
ル

レ
ア
リ
ス
ム
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
な
か
で
醸
成
さ
れ
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
美
術
の
展
開
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
る

の
か
等
、
こ
れ
ら
の
考
察
を
積
み
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
包
括
的
な
展
望
を
見
渡
し
て
み
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
彼
ら
の
展
覧
会
に
お
い
て
、
カ
タ
ロ
グ
と
い
う
媒
体
も
ま
た
「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
美
術
」
を
表
象
す
る
場
で
あ
る
。

先
述
の
通
り
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
で
は
雑
誌
と
い
う
複
製
メ
デ
ィ
ア
が
き
わ
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
が
、
展
覧
会
カ
タ

ロ
グ
は
、
い
わ
ば
展
示
空
間
と
テ
ク
ス
ト
空
間
の
狭
間
に
位
置
す
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
雑
誌
が
ひ
と
つ
の
独
立
し
た
テ
ク
ス

ト
空
間
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
は
展
覧
会
と
い
う
一
回
性
の
場
を
前
提
と
す
る
エ
フ
ェ
メ
ラ
ル
な
存
在
で
あ
り
、
展
示

空
間
と
の
関
係
性
の
な
か
で
成
立
す
る
。
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
が
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
展
覧
会
と
い
う
総
体
の
な

か
で
、
ど
の
よ
う
に
機
能
し
た
の
か
に
つ
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
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シュルレアリスムと展覧会カタログ（1）

一
〇
七

以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
に
、
本
稿
は
以
下
の
手
順
で
議
論
を
進
め
る
。
ま
ず
は
、
カ
タ
ロ
グ
の
検
討
に
入
る
前
に
、
議
論

の
前
提
と
し
て
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
展
覧
会
活
動
を
概
観
す
る
。
次
に
、
一
九
二
〇
年
代
半
ば
か
ら
一
九
三
〇
年
代
半
ば
に
あ
ら
わ

れ
る
カ
タ
ロ
グ
の
二
つ
の

―
と
き
に
相
反
す
る

―
特
徴
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
分
析
す
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
傾
向
は
、
ゆ
る
や
か

な
時
系
列
の
な
か
で
展
開
す
る
が
、
必
ず
し
も
一
方
向
的
で
は
な
い
こ
と
を
予
め
断
っ
て
お
く
。
次
稿
で
は
、
本
稿

（1）
で
提
示
さ
れ
た

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
カ
タ
ロ
グ
に
お
け
る
分
類
的
志
向
を
め
ぐ
っ
て
、
さ
ら
に
検
討
を
進
め
る
。
そ
し
て
最
終
的
に
は
、
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
・
ブ
ッ
ク
化
す
る
一
九
四
〇
年
代
の
国
際
展
の
カ
タ
ロ
グ
ま
で
の
道
の
り
を
辿
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

本
稿
の
議
論
の
範
囲
と
術
語
の
使
用
に
つ
い
て
補
足
す
る
。
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
展
覧
会
に
つ
い
て
包
括
的
に
考
察
す
る
際
、
一

九
一
九
年
頃
か
ら
芽
吹
い
た
そ
の
運
動
に
関
わ
っ
た
す
べ
て
の
作
家
の
個
展
を
含
め
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
膨
大
な
数
に
の
ぼ
る
。
た
と

え
ば
、
一
九
二
一
年
五
月
に
開
催
さ
れ
た
エ
ル
ン
ス
ト
の
個
展
「
ダ
ダ
・
マ
ッ
ク
ス
・
エ
ル
ン
ス
ト
展
」（
オ
・
サ
ン
・
パ
レ
イ
ユ
画
廊
、

パ
リ
）
や
一
九
二
五
年
六
月
の
ジ
ョ
ア
ン
・
ミ
ロ
展
（
ピ
エ
ー
ル
画
廊
、
パ
リ
）
は
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
造
形
分
野
で
の
活
動
に
関

連
す
る
ご
く
初
期
の
展
覧
会
で
あ
る
が
、
本
稿
の
議
論
で
は
こ
れ
ら
の
よ
う
な
個
展
は
周
辺
的
に
扱
う
に
と
ど
め
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。
な
ぜ
な
ら
、
一
人
の
作
家
の
出
品
作
品
を
提
示
す
る
こ
と
と
、
あ
る
枠
組
み
（
こ
の
場
合
は
「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
」）
に
従
っ
て
寄

せ
集
め
ら
れ
た
複
数
の
作
家
の
出
品
作
品
を
提
示
す
る
こ
と
の
間
に
は
、
理
念
や
方
法
に
お
い
て
あ
る
程
度
の
隔
た
り
が
あ
る
と
考
え

る
か
ら
で
あ
る
。
本
稿
は
、
先
に
示
し
た
問
題
に
議
論
の
焦
点
を
絞
る
た
め
、「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
展
覧
会
」
と
し
て
考
察
対
象
と

す
る
事
例
を
基
本
的
に
以
下
の
方
針
に
従
っ
て
限
定
す
る
。

一
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
一
九
四
〇
年
代
に
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
で
あ
る
こ
と
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
時
期
は
、
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
活

動
が
も
っ
と
も
盛
ん
で
あ
っ
た
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
運
動
に
お
け
る
視
覚
芸
術
の
分
野
の
重
み
が
次
第
に
顕
著

と
な
り
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
美
術
を
め
ぐ
る
言
説
や
イ
メ
ー
ジ
群
が
生
成
・
展
開
し
た
時
期
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。



一
〇
八

二
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
い
う
固
有
名
詞
に
相
当
す
る
語
を
展
覧
会
名
称
に
含
む
グ
ル
ー
プ
展
で
あ
る
こ
と
。
あ
る
い
は
、
シ
ュ

ル
レ
ア
リ
ス
ム
に
深
く
関
わ
っ
た
複
数
の
人
物
が
、
自
主
的
ま
た
は
主
体
的
な
企
画
と
し
て
組
織
・
運
営
（
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
に
関

わ
っ
た
展
覧
会
で
あ
る
こ
と
。

三
、
た
だ
し
、
会
場
の
種
類
（
自
前
の
画
廊
か
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
か
等
）
は
基
本
的
に
問
わ
な
い
こ
と
と
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、

画
廊
の
性
格
や
出
資
者
、
諸
々
の
現
実
的
制
約
は
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
が
、
先
述
の
通
り
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
た
ち
の
主
体
的

キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
明
ら
か
な
展
覧
会
の
み
を
採
り
上
げ
る
た
め
、
作
品
の
売
買
が
広
い
意
味
で
の
展
示
手
法
に
与
え
る
作
用
等
に
つ

い
て
は
、
稿
を
改
め
た
い
。

な
お
、
本
稿
で
は
「
カ
タ
ロ
グ
」
と
い
う
術
語
を
ひ
と
ま
ず
「
展
覧
会
の
開
催
に
付
随
し
て
発
行
さ
れ
た
冊
子
で
、
展
覧
会
に
関
す

る
記
述
や
、
何
ら
か
の
秩
序
に
従
っ
た
リ
ス
ト
等
を
含
む
印
刷
物
」
と
い
う
広
い
意
味
で
使
用
す
る
。
術
語
の
厳
密
な
定
義
や
歴
史
に

つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
本
論
の
な
か
で
言
及
す
る
。

一
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
展
覧
会
の
概
観

さ
て
、
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
の
考
察
に
入
る
前
に
、
ま
ず
は
一
九
二
〇
年
代
か
ら
一
九
四
〇
年
代
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
展
覧
会
活

動
の
概
要
を
確
認
し
た
い
。【
参
考
資
料
①
】

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
グ
ル
ー
プ
展
の
嚆
矢
と
な
る
の
は
「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
絵
画
」
展
（
一
九
二
五
年
十
一
月
、
ピ
エ
ー
ル
画

廊
、
パ
リ
）
で
あ
る
。
同
展
で
は
、
ハ
ン
ス
・
ア
ル
プ
、
ジ
ョ
ル
ジ
オ
・
デ
・
キ
リ
コ
、
エ
ル
ン
ス
ト
、
パ
ウ
ル
・
ク
レ
ー
、
ア
ン
ド

レ
・
マ
ッ
ソ
ン
、
パ
ブ
ロ
・
ピ
カ
ソ
、
マ
ン
・
レ
イ
ら
、
十
三
名
の
作
品
が
は
じ
め
て
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
絵
画
の
名
の
も
と
に
一
堂

に
会
し
た  

。
こ
れ
は
、
同
年
七
月
に
ア
ン
ド
レ
・
ブ
ル
ト
ン
（A

ndré B
reton, 1896 -1966

）
が
『
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
革
命
』
誌
（
第
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シュルレアリスムと展覧会カタログ（1）

一
〇
九

四
号
）
で
「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
絵
画
」
の
連
載
を
開
始
し
た
四
ヶ
月
後
の
こ
と
で
あ
る  

。
一
九
二
五
年
の
春
、
ピ
エ
ー
ル
・
ナ

ヴ
ィ
ル
が
「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
絵
画
な
る
も
の
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
、
も
は
や
否
定
す
る
者
は
誰
も
い
な
い
」
と
断
じ
た
こ
と
は

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ブ
ル
ト
ン
の
「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
絵
画
」
が
こ
の
種
の
議
論
に
一
定
の
終
止
符
を
打
つ
も
の
で
あ
っ
た
と

す
れ
ば
、「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
絵
画
」
展
は
彼
が
論
じ
た
シ
ュ
ル
レ
リ
ス
ム
に
関
連
す
る
画
家
た
ち
の
具
体
例
を
提
示
す
る
視
覚
的

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い  

。
一
方
で
、
ア
ン
リ
・
ル
フ
ェ
ー
ブ
ル
の
議
事
録
の
証
言
に
よ
る
と
、

こ
の
展
覧
会
は
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
革
命
的
な
力
の
実
現
と
い
う
目
的
が
あ
っ
た
と
い
う  

。
ま
た
、
ロ
ベ
ー
ル
・
デ
ス
ノ
ス
（R

obert 

D
esnos, 1900 -1945

）
も
一
九
二
五
年
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
絵
画
を
破
壊
す
る
の
で
は
な
く
、
絵
画
と
い
う
あ

り
方
を
別
の
や
り
方
で
探
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
革
命
的
精
神
を
起
動
す
る
と
い
う
側
面
が
期
待
さ
れ
て
い
た  

。
そ
の
よ
う
に
考
え

る
と
、
こ
の
時
期
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
展
覧
会
は
、
示
威
活
動
で
あ
る
と
同
時
に
、
集
団
的
実
践
の
場
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
だ

ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
展
覧
会
の
可
能
性
を
追
究
す
る
か
の
よ
う
に
、
翌
年
に
は
ブ
ル
ト
ン
が
ジ
ャ
ッ
ク
・
カ
ロ
通
り
に
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム

画
廊
（G

alerie surréaliste

）
を
構
え
る
。
こ
の
画
廊
は
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
出
版
（É

ditions surréalistes

）
の
活
動
と
時
を
同
じ
く

し
て
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
こ
の
時
期
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
に
お
い
て
展
覧
会
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
が
印
刷
メ
デ
ィ

ア
と
等
し
く
重
要
な
活
動
の
両
輪
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
の
画
廊
で
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
展
と
し
て
「
マ
ン
・
レ
イ
の

タ
ブ
ロ
ー
と
島
々
の
オ
ブ
ジ
ェ
」
展
（
一
九
二
六
年
三
月
二
六
日
～
四
月
一
〇
日
）、
続
い
て
「
イ
ヴ
・
タ
ン
ギ
ー
と
ア
メ
リ
カ
の
オ
ブ

ジ
ェ
」
展
（
一
九
二
七
年
五
月
二
七
日
～
六
月
一
五
日
）、「
優
美
な
る
屍
骸
」
に
関
す
る
展
覧
会
（
一
九
二
七
年
一
〇
月
）、
ア
ル
プ
展
（
一

九
二
七
年
一
一
月
二
一
日
～
一
二
月
九
日
）、「
ジ
ョ
ル
ジ
オ
・
デ
・
キ
リ
コ
の
旧
作
」
展
（
一
九
二
七
年
二
月
一
五
日
～
三
月
一
日
）
等
の
企

画
展
が
立
て
続
け
に
開
催
さ
れ
お
り
、
同
時
期
に
持
ち
上
が
っ
た
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
視
覚
分
野
で
の
関
心
を
素
早
く
か
つ
継
続
的

に
示
す
実
践
の
場
と
し
て
機
能
し
た
と
考
え
ら
れ
る  

。
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一
一
〇

し
か
し
な
が
ら
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
画
廊
は
そ
れ
ほ
ど
長
く
続
か
な
か
っ
た
。
一
九
二
八
年
に
は
二
年
に
わ
た
る
活
動
に
幕
を
下

ろ
し
、
ブ
ル
ト
ン
の
次
な
る
画
廊
（
グ
ラ
デ
ィ
ー
ヴ
ァ
画
廊
、
パ
リ
）
開
設
ま
で
お
よ
そ
一
〇
年
の
時
を
要
し
て
い
る  

。
一
九
二
八
年
と

い
う
年
は
、
ブ
ル
ト
ン
が
「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
絵
画
」
を
単
行
本
と
し
て
ま
と
め
て
上
梓
し
た
年
で
あ
り
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム

絵
画
の
可
能
性
を
め
ぐ
る
議
論
に
一
定
の
区
切
り
が
つ
い
た
年
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
し
て
同
年
、「
春
の
祭
典
」
画
廊

（
パ
リ
）
で
は
「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
絵
画
は
存
在
す
る
か
？
」
と
題
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
展
を
開
催
。
議
論
が
逆
戻
り
し
て
し
ま
っ
た
か

の
よ
う
な
展
覧
会
名
で
は
あ
る
が
、
瀟
洒
な
デ
ザ
イ
ン
の
招
待
状
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
花
占
い
に
な
ら
っ
て
、「
ち
ょ
っ
と
、
と
て
も
、

情
熱
的
に
、
ま
っ
た
く
」
の
語
が
花
の
イ
メ
ー
ジ
の
ま
わ
り
を
取
り
囲
ん
で
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
逆
手
に
取
っ
た
か
の
よ
う
な

軽
や
か
な
ユ
ー
モ
ア
を
感
じ
さ
せ
る
。

そ
の
後
は
、
コ
ラ
ー
ジ
ュ
展
や
オ
ブ
ジ
ェ
展
な
ど
、
二
〇
年
代
か
ら
芽
生
え
て
い
た
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
美
術
の
主
要
な
ジ
ャ
ン
ル

を
深
化
さ
せ
る
試
み
と
し
て
の
展
覧
会
が
数
多
く
組
織
さ
れ
た  

。
ま
ず
、
一
九
三
〇
年
に
は
、
ル
イ
・
ア
ラ
ゴ
ン
監
修
の
「
コ
ラ
ー

ジ
ュ
展
」
が
ゴ
ー
マ
ン
画
廊
（
パ
リ
）
で
開
催
さ
れ
、
翌
年
に
は
植
民
地
博
覧
会
へ
の
異
議
申
し
立
て
と
し
て
行
わ
れ
た
「
植
民
地
の

真
実
」
展
が
開
か
れ
る
。
こ
れ
ら
の
展
覧
会
は
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
画
廊
で
の
数
々
の
展
覧
会
で
醸
成
さ
れ
た
展
示
空
間
へ
の
関
心

が
前
景
に
躍
り
出
た
展
覧
会
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る  
。
と
い
う
の
も
、
コ
ラ
ー
ジ
ュ
展
で
は
、
ア
ラ
ゴ
ン
が
展
示
空
間
に
お
け
る
コ

ラ
ー
ジ
ュ
の
可
能
性
を
提
示
し  

、
反
植
民
地
博
覧
会
展
で
は
、
対
比
的
な
展
示
法
に
よ
っ
て
植
民
地
支
配
を
め
ぐ
る
問
題
を
視
覚
的

に
告
発
し
て
み
せ
た
。
こ
れ
ら
は
、
空
間
の
力
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
力
が
意
識
的
に
利
用
さ
れ
た
こ
と
が
史
資
料
か
ら
も
跡
付
け
ら
れ

る
事
例
で
あ
る
。
こ
の
時
期
以
降
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
主
要
な
展
覧
会
に
お
い
て
、
展
示
空
間
の
写
真
が
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て

ま
と
ま
っ
た
か
た
ち
で
残
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
早
い
例
が
一
九
三
三
年
六
月
の
「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
展

―
彫
刻
・
オ
ブ

ジ
ェ
・
絵
画
・
デ
ッ
サ
ン
」（
ピ
エ
ー
ル
・
コ
ル
画
廊
、
パ
リ
）
で
あ
り
、
マ
ン
・
レ
イ
撮
影
に
よ
る
多
数
の
会
場
写
真
に
よ
っ
て
そ
の
展

示
空
間
を
あ
る
程
度
ま
で
再
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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シュルレアリスムと展覧会カタログ（1）

一
一
一

一
九
三
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
、
い
わ
ゆ
る
パ
リ
万
博
や
退
廃
芸
術
展
な
ど
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
た
ち
が
よ
り
広
い
文
脈
の
な
か

で
「
展
示
さ
れ
る
」
機
会
も
増
え
て
ゆ
く
わ
け
だ
が
、
彼
ら
の
グ
ル
ー
プ
展
の
開
催
地
も
ま
た
パ
リ
か
ら
世
界
各
国
へ
と
波
及
す
る
。

国
際
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
展
が
登
場
す
る
の
も
、
こ
の
時
期
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
、
チ
ュ
ー
リ
ヒ
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン

な
ど
汎
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
様
相
を
呈
す
る
の
み
な
ら
ず
、
テ
ネ
リ
フ
ェ
や
東
京
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
な
ど
、
海
を
越
え
た
活
動
・
受
容
も

活
況
と
な
っ
た
。
そ
れ
ら
の
展
覧
会
で
は
、
講
演
会
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
伴
う
こ
と
が
多
く
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
は
何
か
を
知

ら
し
め
る
啓
蒙
的
側
面
と
体
感
的
に
そ
れ
を
感
受
す
る
饗
宴
的
側
面
が
同
居
し
て
い
た
。

そ
の
頃
、
本
拠
地
パ
リ
で
は
一
九
三
六
年
五
月
シ
ャ
ル
ル
・
ラ
ッ
ト
ン
で
の
オ
ブ
ジ
ェ
展
の
ほ
か
、
ブ
ル
ト
ン
に
よ
っ
て
グ
ラ
デ
ィ
ー

ヴ
ァ
画
廊
が
開
設
さ
れ
る
。
一
九
二
〇
年
代
半
ば
の
よ
う
に
同
時
代
的
関
心
を
即
座
に
反
映
さ
せ
た
い
と
い
う
目
論
見
が
う
か
が
え
る

が
、
結
局
グ
ラ
デ
ィ
ー
ヴ
ァ
画
廊
も
目
立
っ
た
活
動
を
す
る
こ
と
な
く
す
ぐ
に
閉
じ
て
し
ま
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
展
覧
会
と
い
う
メ

デ
ィ
ア
が
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
に
と
っ
て
、
集
団
的
実
践
の
場
で
あ
り
、
講
演
会
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
の
総
合
的
活
動
の
機
会
を

与
え
る
重
要
な
媒
体
と
な
っ
て
い
た
こ
と
に
変
わ
り
な
か
っ
た  

。
先
に
言
及
し
た
同
時
代
の
パ
リ
万
博
、
退
廃
芸
術
展
な
ど
が
、
各
々

の
展
示
戦
略
を
通
じ
て
様
々
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
提
示
し
、
時
は
「
展
覧
会
の
時
代
」
と
で
も
い
う
べ
き
様
相
を
呈
し
て
い
た
頃
、
シ
ュ

ル
レ
ア
リ
ス
ム
は
、
そ
れ
ら
と
の
関
係
性
の
な
か
で
彼
ら
の
探
求
を
推
し
進
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
活
動
は
国
際
化
し
、
よ
り
大
き
な
文
脈
に
投
げ
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
第
二

次
世
界
大
戦
勃
発
を
機
に
亡
命
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
た
ち
を
数
多
く
迎
え
入
れ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
、
そ
の
展
覧
会
の
規
模
も
さ
ら

に
拡
大
し
て
ゆ
く
。
こ
の
時
期
に
は
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
が
美
術
史
的
な
展
望
の
中
に
組
み
入
れ
ら
れ
、
そ
の
位
置
付
け
を
広
い
視

野
か
ら
捉
え
よ
う
と
す
る
美
術
館
主
導
の
企
画
展
が
増
加
す
る
。
さ
ら
に
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
側
か
ら
提
示
さ
れ
る
展
覧
会
も
、
規

模
の
拡
大
と
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
化
へ
の
傾
斜
を
よ
り
強
め
て
ゆ
く
の
で
あ
る  

。

さ
て
、
以
上
が
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
展
覧
会
活
動
の
概
観
で
あ
る
。
で
は
、
こ
の
よ
う
な
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
展
覧
会
活
動
の
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一
一
二

展
開
に
お
い
て
、
カ
タ
ロ
グ
と
い
う
媒
体
は
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
、
機
能
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

二
、
詩
的
イ
マ
ー
ジ
ュ
の
場
と
し
て
の
テ
ク
ス
ト
空
間

先
に
確
認
し
た
通
り
、
初
期
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
展
で
記
念
碑
的
な
位
置
を
占
め
る
の
は
一
九
二
五
年
の
「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム

の
絵
画
」
展
で
あ
る
。
こ
の
展
覧
会
の
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
担
当
し
た
の
は
ブ
ル
ト
ン
自
身
で
あ
り
、
同
じ
く
詩
人
の
デ
ス
ノ
ス
の
協

力
を
得
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
展
覧
会
が
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
美
術
を
め
ぐ
る
実
例
展
示
の
性
格
を
有
し
て
い
た
こ
と

は
、
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る  

。
そ
こ
に
は
、
ブ
ル
ト
ン
が
「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
絵
画
」
で
と
く
に
称
賛
し
た
ピ
カ
ソ
や
、

デ
・
キ
リ
コ
の
初
期
の
形
而
上
絵
画
、
あ
る
い
は
、
当
時
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
絵
画
の
可
能
性
に
関
す
る
議
論
の
中
心
に
あ
っ
た
い
わ

ゆ
る
オ
ー
ト
マ
テ
ィ
ス
ム
的
傾
向  
や
コ
ラ
ー
ジ
ュ
的
傾
向
の
作
品
が
含
ま
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
展
覧
会
の
展
示
空
間
は
、
新

興
の
「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
美
術
」
が
包
含
す
る
多
様
な
様
相
を
は
じ
め
て
一
覧
に
供
し
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
カ
タ
ロ
グ
の
方
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
十
頁
に
満
た
な
い
そ
の
小
冊
子
は
、
冒
頭
と
巻
末
の
出
品
作
家
名
、
序
文
、
複
製
図
版

と
い
う
簡
素
な
構
成
で
あ
る
。
ま
ず
、
出
品
作
家
一
三
名
の
名
は
、
冊
子
の
見
開
き
一
頁
目
と
背
表
紙
の
裏
面
に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順

に
列
挙
さ
れ
る
。【
図
１
】
そ
れ
ら
の
名
は
、
そ
れ
ぞ
れ
設
け
ら
れ
た
「
作
品
（œ

uvres

）」
と
「
デ
ッ
サ
ン
（dessins

）」
と
い
う
大
き

な
括
り
の
な
か
に
（
各
々
に
該
当
す
る
作
品
を
出
品
し
た
制
作
者
の
名
と
し
て
）
包
括
さ
れ
、
ゆ
え
に
重
複
も
認
め
ら
れ
る
。
冒
頭
に
掲
載

さ
れ
た
序
文
で
は
、「
こ
の
風
景
に
つ
い
て
語
る
の
は
遅
す
ぎ
る
だ
ろ
う
か
？
」
と
い
う
一
文
に
始
ま
り
、
一
九
点
の
出
品
作
品
の
タ
イ

ト
ル
を
引
用
し
つ
つ
、
次
々
と
流
れ
ゆ
く
奇
妙
な
情
景
が
綴
ら
れ
る  
。
そ
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
的
テ
ク
ス
ト
の
内
容
は
、
引
用
さ

れ
た
作
品
の
イ
メ
ー
ジ
と
共
鳴
す
る
も
の
が
あ
る
も
の
の
、
エ
ク
フ
ラ
シ
ス
と
し
て
機
能
す
る
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。
文
末
の
署
名

に
よ
っ
て
、
こ
れ
が
ブ
ル
ト
ン
と
デ
ス
ノ
ス
の
筆
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
先
述
の
「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
絵
画
」（
ブ
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シュルレアリスムと展覧会カタログ（1）

一
一
三

ル
ト
ン
）
の
よ
う
な
絵
画
論
で
は
な
く
、
展
示
作
品
や
「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
絵
画
」
の
解
説
と
し
て
の
性
格
も
持
た
な
い
。
一
方
で
、

引
用
さ
れ
た
作
品
群
の
制
作
者
の
名
は
、
そ
の
序
文
の
下
に
番
号
を
付
さ
れ
て
引
用
順
に
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
序
文
が
特
異
な
か

た
ち
で
の
作
品
リ
ス
ト
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。【
図
２
】
た
だ
し
、
技
法
や
形
状
、
制
作
年
な
ど
、
作
品
の
具
体
的
な

情
報
は
な
く
、
各
々
の
作
品
の
形
式
的
・
技
法
的
多
様
性
や
そ
の
種
差
は
明
ら
か
で
な
い
。

同
様
に
、
序
文
に
続
き
冊
子
後
半
に
挿
入
さ
れ
た
複
製
図
版
に
お
い
て
も
、
実
際
の
展
示
空
間
で
示
さ
れ
た
作
品
群
の
有
す
る
造
形

的
多
様
性
が
充
分
に
示
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
と
い
う
の
も
、
ア
ル
プ
の
一
点
を
除
き
、
序
文
の
引
用
作
品
と
は
別
個
に
選
出

さ
れ
た
八
点
の
複
製
図
版
は
、
作
者
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
ア
ル
プ
《
水
槽
の
鳥
》、
デ
・
キ
リ
コ
《
デ
ュ
オ
、
あ
る
い
は
赤
い
塔
の

マ
ネ
キ
ン
た
ち
》、
エ
ル
ン
ス
ト
《
若
い
女
の
頭
部
》、
ク
レ
ー
《
霊
媒
の
部
屋
》、
マ
ッ
ソ
ン
《
鳥
》、
ミ
ロ
《
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ホ
ー

ル
の
座
席
案
内
人
》、
ピ
カ
ソ
《
頭
部
》、
マ
ン
・
レ
イ
《
鳥
小
屋
》（
以
上
、
い
ず
れ
も
年
記
な
し
）
と
続
く
が
、
デ
・
キ
リ
コ
お
な
じ
み

の
マ
ネ
キ
ン
を
モ
テ
ィ
ー
フ
と
し
た
「
形
而
上
絵
画
」
を
除
く
と
し
て
も
、
図
版
全
体
と
し
て
比
較
的
単
純
化
さ
れ
た
形
態
や
線
描
に

よ
る
抽
象
的
な
イ
メ
ー
ジ
に
偏
っ
て
い
る
と
の
印
象
は
否
め
な
い  

。【
図
３
】

以
上
を
鑑
み
る
と
、
こ
の
カ
タ
ロ
グ
で
は
、
そ
の
展
覧
会
タ
イ
ト
ル
に
反
し
、
当
時
の
「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
絵
画
」
の
造
形
的
諸

傾
向
や
各
々
の
典
型
作
を
包
括
的
に
提
示
し
よ
う
と
い
う
志
向
は
ほ
と
ん
ど
看
取
さ
れ
な
い
。
そ
し
て
、
全
体
と
し
て
み
て
も
、
展
覧

会
に
付
随
す
る
情
報
提
供
と
し
て
の
役
割
は
担
わ
さ
れ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、
こ
こ
で
「
カ
タ
ロ
グ
」
と
い
う
語
を
使
用
す
る
の
は
不

適
切
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
も
そ
も
こ
の
小
冊
子
が
「
カ
タ
ロ
グ
」
と
い
う
言
葉
を
ど
こ
に
も
掲
げ
て
い
な
い
と
い

う
単
純
な
理
由
の
み
な
ら
ず
、
本
来
そ
の
言
葉
が
指
し
示
す
よ
う
な
包
括
性
や
分
類
へ
の
意
識
が
極
め
て
希
薄
で
あ
る
か
ら
だ
。

で
は
「
本
来
」、
歴
史
的
に
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
に
と
っ
て
い
さ
さ
か
大
き
す
ぎ

る
こ
の
問
い
に
つ
い
て
は
、
島
本
浣
に
よ
る
『
美
術
カ
タ
ロ
グ
論
』
が
包
括
的
な
展
望
を
与
え
て
く
れ
る  

。
同
書
に
よ
れ
ば
、
西
洋

美
術
史
の
文
脈
（
お
も
に
フ
ラ
ン
ス
、
パ
リ
）
に
お
い
て
、
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
の
歴
史
に
は
大
ま
か
に
以
下
の
よ
う
な
展
開
が
見
出
せ
る
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一
一
四

と
い
う
。

ま
ず
、
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
の
黎
明
期
で
あ
る
一
七
世
紀
後
半
、
そ
れ
は
空
間
表
象
と
し
て
の
機
能
が
大
き
か
っ
た
と
い
う
。
そ
う
し

た
カ
タ
ロ
グ
は
、
美
術
作
品
が
寄
せ
集
め
ら
れ
た
場
を
空
間
的
に
記
録
す
る
と
い
う
側
面
を
持
っ
て
お
り
、
展
示
空
間
や
展
示
作
品
の

有
り
様
を
記
述
す
る  

。
そ
れ
が
一
八
世
紀
に
な
る
と
、
年
代
史
的
配
列
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。
美
術
の
歴
史
を
言
説
化
す
る
表
象

空
間
の
登
場
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
の
カ
タ
ロ
グ
で
分
類
概
念
が
明
確
に
な
っ
て
ゆ
く  

。
た
と
え
ば
一
八
世
紀
半
ば

の
サ
ロ
ン
の
リ
ブ
レ
（
小
冊
子
の
形
式
で
発
行
さ
れ
る
展
覧
会
に
関
す
る
情
報
媒
体
）
で
は
、
展
示
順
に
記
載
さ
れ
て
い
た
出
品
作
品
の
情

報
が
美
術
家
の
別
に
よ
る
分
類
と
な
り
、
そ
の
序
列
に
は
各
々
の
身
分
が
反
映
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
他
に
も
、
競
売
カ
タ
ロ
グ

で
は
流
派
の
地
政
学
的
概
念
が
カ
タ
ロ
グ
の
上
位
の
分
類
概
念
に
な
る
な
ど
、
様
々
な
分
類
概
念
が
出
揃
っ
て
ゆ
く
。

一
九
世
紀
に
な
る
と
、
美
術
に
関
す
る
情
報
メ
デ
ィ
ア
も
多
様
と
な
る
た
め
、
よ
り
複
雑
と
は
な
る
も
の
の
、
あ
ら
ゆ
る
タ
イ
プ
の

カ
タ
ロ
グ
で
参
照
性
が
際
立
っ
て
く
る
と
い
う
。
た
と
え
ば
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
と
い
う
配
列
論
理
の
も
と
に
、
画
家
の
名
前
、
タ

イ
ト
ル
、
図
版
な
ど
の
項
目
を
並
べ
る
と
い
う
形
式
は
、
カ
タ
ロ
グ
の
参
照
性
を
補
強
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
こ

で
は
美
術
史
的
表
象
が
排
除
さ
れ
る
と
い
う
よ
り
も
、
参
照
的
情
報
の
外
に
外
部
化
さ
れ
る
。「
美
術
史
情
報
の
膨
張
す
る
世
紀
に
あ
っ

て
、
美
術
カ
タ
ロ
グ
は
、
そ
う
し
た
情
報
を
支
え
る
デ
ー
タ
・
ベ
ー
ス
と
し
て
機
能
し
て
い
く
」  

の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
一
九
世
紀
終

わ
り
頃
の
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
で
は
、
出
品
作
品
や
作
者
に
関
す
る
情
報
を
列
挙
し
た
リ
ス
ト
と
は
別
に
美
術
史
的
文
章
が
掲
載
さ
れ
た

り
、
複
製
図
版
の
掲
載
も
始
ま
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
て
、
作
品
を
分
類
・
整
理
す
る
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
タ
イ
プ
の
文
章
を
収

録
し
た
書
物
と
し
て
の
カ
タ
ロ
グ
な
ど
、
多
様
な
カ
タ
ロ
グ
の
形
式
が
出
揃
っ
て
ゆ
く  

。
現
代
に
お
い
て
「
カ
タ
ロ
グ
」
と
い
う
用

語
が
、
作
品
を
分
類
・
整
理
す
る
と
い
う
本
来
の
意
味
を
超
え
出
て
使
用
さ
れ
る
背
景
は
こ
こ
に
あ
る
。
そ
し
て
二
〇
世
紀
初
頭
に
は
、

索
引
的
カ
タ
ロ
グ
に
加
え
て
、
美
術
史
、
美
術
理
論
に
基
づ
く
論
文
や
解
説
文
、
あ
る
い
は
美
術
史
的
分
析
を
伴
う
作
品
記
述
を
提
示

す
る
書
物
と
し
て
の
カ
タ
ロ
グ
が
登
場
し
、
拡
大
し
て
ゆ
く
。
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シュルレアリスムと展覧会カタログ（1）

一
一
五

と
こ
ろ
で
、
カ
タ
ロ
グ
に
お
い
て
重
要
な
配
列
秩
序
と
な
っ
て
い
る
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
つ
い
て
も
、
こ
こ
で
少
し
触
れ
て
お
き

た
い  
。
同
じ
く
島
本
の
研
究
に
よ
る
と
、
美
術
の
領
域
に
お
い
て
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
は
、
一
八
世
紀
の
カ
タ
ロ
グ
の
索
引
や
画
家

辞
典
の
配
列
に
採
用
さ
れ
て
き
た
と
い
う
。
さ
ら
に
、
一
九
世
紀
は
美
術
館
カ
タ
ロ
グ
だ
け
で
な
く
サ
ロ
ン
の
リ
ブ
レ
や
競
売
カ
タ
ロ

グ
で
も
、
例
外
は
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
化
と
い
う
傾
向
を
強
く
す
る
と
い
う
。
た
し
か
に
、
一
九
世
紀
か
ら
二

〇
世
紀
初
頭
の
主
だ
っ
た
展
覧
会
を
通
覧
し
て
も
、
そ
れ
ら
の
カ
タ
ロ
グ
は
ほ
ぼ
例
外
な
く
、
い
ず
れ
か
の
レ
ベ
ル
で
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
順
の
形
式
を
採
用
し
て
い
る  

。
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
形
式
が
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
に
は
「
平
等
」
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
機
能

し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
い
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
帝
政
期
以
降
、
展
覧
会
の
機
会
が
増
え
、
展
示
作
品
が
増
加
し
た
時
期
に
は
、
機

械
的
配
列
の
合
理
性
や
利
便
性
の
た
め
に
用
い
ら
れ
た
と
い
う
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
単
純
な
秩
序
が
い
か
な
る
内
容
的
分
類
（
あ

る
い
は
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
）
を
も
括
弧
に
入
れ
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

以
上
、
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
の
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
を
参
照
し
つ
つ
ご
く
簡
潔
な
が
ら
概
観
し
た
。
こ
の
部
分
に
は
議

論
全
体
で
適
宜
立
ち
戻
る
と
し
て
、
と
り
い
そ
ぎ
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
こ
う
し
た
展
開
の
な
か
で
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
カ
タ
ロ
グ
が

現
実
の
展
示
空
間
と
複
雑
な
関
係
を
切
り
結
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
趨
勢
と
な
る
の
は
、
展
示
さ
れ
た

作
品
を
参
照
可
能
な
索
引
的
情
報
と
し
て
リ
ス
ト
化
す
る
と
と
も
に
、
美
術
史
的
・
分
析
的
言
説
に
よ
っ
て
、
全
体
と
し
て
そ
れ
自
体

が
ひ
と
つ
の
表
象
の
場
と
な
る
と
い
う
有
り
様
で
あ
る
。
な
ら
ば
本
稿
の
問
題
は
、
い
ま
目
の
前
に
あ
る
こ
の
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
が
、

展
示
空
間
と
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
り
、
い
っ
た
い
何
を
表
象
し
て
い
る
の
か
を
問
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

と
い
う
こ
と
で
、
再
び
「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
絵
画
」
展
の
カ
タ
ロ
グ
に
目
を
移
そ
う
。
残
念
な
が
ら
、
こ
の
展
覧
会
の
展
示
空

間
を
撮
影
し
た
写
真
等
は
管
見
の
限
り
残
さ
れ
て
い
な
い
。（
こ
れ
自
体
が
何
が
し
か
を
物
語
っ
て
い
る
。）
し
か
し
、
出
品
作
品
を
み
る

限
り
、
そ
こ
で
は
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
絵
画
の
多
様
な
傾
向
が
寄
せ
集
め
ら
れ
て
い
た
。
一
方
、
本
展
の
カ
タ
ロ
グ
で
は
、
繰
り
返

し
に
な
る
が
、
展
覧
会
タ
イ
ト
ル
が
示
す
「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
絵
画
」
全
体
を
一
覧
に
供
す
る
と
い
う
包
括
性
や
、
そ
れ
ら
を
分
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一
一
六

類
・
配
置
す
る
た
め
の
論
理
は
明
確
に
意
識
さ
れ
な
い
。
出
品
作
品
に
関
す
る
情
報
や
リ
ス
ト
も
通
常
の
形
式
で
は
提
供
さ
れ
ず
、
こ

れ
か
ら
検
討
す
る
よ
う
に
、
序
文
の
内
容
も
展
示
や
展
覧
会
の
趣
旨
に
関
す
る
理
解
を
補
助
す
る
も
の
と
は
言
い
難
い
。
で
は
、
こ
の

カ
タ
ロ
グ
が
新
興
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
美
術
の
多
彩
な
様
相
を
展
望
さ
せ
る
も
の
で
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
読
む
者
、
展
覧

会
を
訪
れ
る
者
に
何
を
提
示
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
結
論
か
ら
述
べ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
展
示
空
間
と
複
雑
な
関
係
を
切
り
結
び
つ
つ

重
層
的
に
形
成
さ
れ
る
詩
的
イ
マ
ー
ジ
ュ
の
生
成
の
場
で
あ
る
。

具
体
的
に
み
て
み
よ
う
。
く
だ
ん
の
序
文
は
、
先
に
触
れ
た
冒
頭
の
一
文
に
続
き
、
次
の
よ
う
な
文
章
で
幕
を
開
け
る
。
な
お
、
傍

線
を
付
し
た
箇
所
が
出
品
作
品
の
タ
イ
ト
ル
の
引
用
で
あ
る
。

　

こ
の
風
景
に
つ
い
て
語
る
の
は
遅
す
ぎ
る
だ
ろ
う
か
？
そ
の
薔
薇
と
微
笑
み
が
、
決
し
て
始
ま
ら
な
い
饗
宴
を
飾
る
マ
ル
キ
ー

ズ
か
ら
、
霧
の
う
え
の
無
限
に
、
湿
っ
た
波
止
場
の
う
め
き
の
中
に
立
ち
上
が
る
ギ
タ
ー
を
持
つ
男
ま
で
、
誰
が
そ
れ
に
つ
い
て

私
に
話
し
て
く
れ
よ
う
か
？

　

遠
く
で
男
が
、
半
開
き
の
山
に
登
る
手
は
ず
を
整
え
て
い
る
。
彼
は
夜
陰
に
乗
じ
て
奇
跡
の
訪
問
を
受
け
、
そ
し
て
影
よ
り
も

近
く
、
甲
冑
に
、
彼
の
不
眠
を
引
き
起
こ
す
ガ
ラ
ス
の
甲
冑
に
付
き
ま
と
わ
れ
る
。

　

そ
し
て
あ
な
た
も
ま
た
、
彼
を
追
う
だ
ろ
う
、
森
の
た
だ
な
か
で
、
と
て
も
う
ま
く
や
っ
た
の
で
、
彼
は
あ
な
た
の
存
在
に
気

付
い
て
い
る
こ
と
を
認
め
る
に
ち
が
い
な
い
。〔
以
下
略
、
傍
線
筆
者
・
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
〕  

一
九
二
〇
年
代
前
半
頃
、
ブ
ル
ト
ン
を
中
心
と
す
る
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
た
ち
を
惹
き
付
け
た
の
は
、
自
動
記
述
や
夢
の
記
述
、
催
眠

実
験
な
ど
で
あ
っ
た
。
と
く
に
、
こ
の
序
文
を
執
筆
し
た
ブ
ル
ト
ン
と
デ
ス
ノ
ス
が
探
求
し
た
の
は
「
潜
在
意
識
の
流
れ
」
で
あ
る  

。

右
記
の
引
用
部
に
お
い
て
も
、
具
体
的
作
品
の
イ
メ
ー
ジ
と
テ
ク
ス
ト
（
タ
イ
ト
ル
）
か
ら
掻
き
立
て
ら
れ
た
想
像
力
の
奔
放
な
横
溢
が
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シュルレアリスムと展覧会カタログ（1）

一
一
七

読
み
取
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
意
識
の
流
れ
を
記
述
す
る
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
詩
的
テ
ク
ス
ト
そ
れ
自
体
も
ま
た
、
読
む
者
の
心
的

な
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
す
る  

。
こ
こ
で
そ
の
働
き
を
、
先
学
に
倣
っ
て
「
詩
的
イ
マ
ー
ジ
ュ
」
と
呼
ぶ
と
す
れ
ば
、「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス

ム
の
絵
画
」
展
の
序
文
は
、
ま
さ
に
詩
的
イ
マ
ー
ジ
ュ
の
生
成
の
場
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
ジ
ャ
ク
リ
ー
ヌ
・
シ
ェ
ニ
ウ
ー
＝
ジ
ャ

ン
ド
ロ
ン
は
コ
ラ
ー
ジ
ュ
が
造
形
芸
術
に
お
け
る
イ
マ
ー
ジ
ュ
の
等
価
物
で
あ
る
と
い
う
が  

、
こ
の
テ
ク
ス
ト
で
は
、
コ
ラ
ー
ジ
ュ

の
よ
う
に
非
合
理
に
結
び
つ
い
た
言
葉
が
流
れ
ゆ
く
不
可
思
議
な
「
風
景
」（
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
）
を
形
成
し
、
そ
の
矛
盾
す
る
言
葉
の
羅
列

か
ら
召
喚
さ
れ
た
奇
妙
な
イ
メ
ー
ジ
が
読
む
者
の
心
中
に
継
起
す
る
の
で
あ
る  

。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
序
文
が
出
品
作
品
の
タ
イ
ト
ル
を
組
み
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
詩
的
イ
マ
ー

ジ
ュ
の
生
成
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
作
品
リ
ス
ト
と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
先
述
の
通
り
、
こ
の
小
冊
子
は
通

常
の
意
味
で
の
カ
タ
ロ
グ
や
リ
ス
ト
の
定
義
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
。
だ
が
少
な
く
と
も
そ
の
形
式
・
機
能
を
鑑
み
れ
ば
、
そ
れ
は
出
品

作
品
の
リ
ス
ト
と
し
て
読
ま
れ
う
る
可
能
性
を
充
分
に
内
包
し
て
い
る
し
、
具
体
的
作
品
を
指
示
、
あ
る
い
は
参
照
す
る
と
い
う
意
味

で
展
示
空
間
と
密
接
な
関
係
を
切
り
結
ん
で
い
る
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
。
で
は
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
事
態
が
生
じ
る

の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
序
文
は
、
作
品
の
タ
イ
ト
ル
を
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
な
テ
ク
ス
ト
に
組
み
込
む
こ
と
で
、
作
品
の
展
示
空
間
を
巡
り
観
る
体
験
を
追
体

験
さ
せ
る
よ
う
で
も
あ
り
、
一
七
世
紀
の
カ
タ
ロ
グ
で
主
流
で
あ
っ
た
（
展
示
の
）「
場
の
空
間
的
記
録
」
の
よ
う
に
も
み
え
る  

。
そ

し
て
、「
あ
な
た
」
と
呼
び
か
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
読
み
手
＝
鑑
賞
者
は
、
そ
の
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
な
構
造
に
巻
き
込
ま
れ
、
継
起
す
る
イ

メ
ー
ジ
の
流
れ
に
身
を
任
せ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う  

。
し
か
し
、
一
七
世
紀
の
カ
タ
ロ
グ
が
記
録
、
記
憶
の
再
構
成
と
し
て
展
示
空

間
を
効
果
的
に
想
起
さ
せ
、
良
き
導
き
手
と
な
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
カ
タ
ロ
グ
は
む
し
ろ
観
る
者
を
混
乱
に
陥

れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
展
示
空
間
の
再
現
に
は
寄
与
し
な
い
一
方
で
、
具
体
的
展
示
作
品
の
タ
イ
ト
ル
を
含
有
す
る
こ
と
で
実
際

の
展
示
空
間
に
並
べ
ら
れ
た
作
品
を
指
示
・
参
照
し
、
展
示
空
間
そ
れ
自
体
が
も
つ
イ
メ
ー
ジ
の
流
れ
と
テ
ク
ス
ト
の
喚
起
す
る
詩
的

30

31

32

33

34



一
一
八

イ
マ
ー
ジ
ュ
が
重
層
的
に
絡
ま
り
合
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
絵
画
」
の
な
か
で
、
ブ
ル
ト
ン
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
絵
画
と
い
う
も
の
は
あ
り

え
な
い
だ
ろ
う
と
い
わ
れ
た
。
絵
画
、
文
学
、
そ
れ
が
何
だ
と
い
う
の
か
」  

。
こ
の
一
文
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
少
な
く

と
も
当
時
ブ
ル
ト
ン
に
と
っ
て
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
絵
画
の
問
題
は
、
文
学
の
そ
れ
と
別
個
に
語
ら
れ
う
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
絵
画
」
展
に
は
、
そ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
と
テ
ク
ス
ト
の
統
合
や
越
境
と
い
う
キ
ュ
ラ
ト
リ
ア
ル
な
戦
略
が
あ
っ

た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が  

、
造
形
的
イ
メ
ー
ジ
空
間
へ
の
詩
的
イ
マ
ー
ジ
ュ
の
侵
入
は
、
展
覧
会
を
観
る
者
た
ち
に
よ
っ
て
は

ノ
イ
ズ
と
受
け
止
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。

一
九
二
五
年
、
パ
リ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
寄
せ
ら
れ
た
展
評
に
は
、
次
の
よ
う
な
一
文
が
見
出
せ
る
。

　
〔
こ
こ
に
展
示
さ
れ
た
そ
れ
ら
の
〕
絵
は
、
こ
の
雑
音
を
ど
う
思
う
の
か
？
〔
中
略
〕
そ
の
静
寂
を
破
っ
た
文
学
に
よ
っ
て
絵

画
に
与
え
ら
れ
た
質
の
悪
い
も
て
な
し
の
あ
い
だ
で
数
を
数
え
よ
う  

。

こ
の
「
雑
音
」
と
い
う
言
葉
が
必
ず
し
も
文
学
を
指
す
と
は
限
ら
な
い
が  

、
少
な
く
と
も
こ
の
展
覧
会
で
絵
画
の
静
寂
を
破
る

0

0

0

0

0

「
文

学
」
と
は
、
巨
視
的
に
み
れ
ば
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
い
う
運
動
そ
の
も
の
の
文
学
性
で
あ
り
、
微
視
的
に
み
れ
ば
、
こ
の
展
覧
会
に

添
え
ら
れ
た
詩
的
イ
マ
ー
ジ
ュ
の
空
間
と
し
て
の
カ
タ
ロ
グ
の
構
造
に
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う  

。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
が
ど
ん
な
に

通
常
の
形
式
か
ら
逸
脱
し
て
い
よ
う
と
も
、
こ
の
小
冊
子
が
仮
託
す
る
カ
タ
ロ
グ
と
い
う
形
式
・
体
裁
に
よ
っ
て
こ
そ
発
動
さ
れ
る
展

示
空
間
と
の
結
び
つ
き
や
参
照
性
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
そ
の
機
構
が
こ
の
展
覧
会
全
体
の
（「
文
学
」
と
「
絵
画
」
の
領
域
を
横
断
す
る
）

重
層
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
氾
濫
や
ノ
イ
ズ
を
生
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

以
上
、「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
絵
画
」
展
の
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
の
構
成
と
内
容
を
概
観
し
、
考
察
し
て
き
た
。
端
的
に
い
う
な
ら
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シュルレアリスムと展覧会カタログ（1）

一
一
九

ば
、
こ
の
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
は
、
展
示
さ
れ
た
作
品
の
情
報
提
供
や
、
展
覧
会
テ
ー
マ
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
よ
う
な
明
示
的
な
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
性
を
放
棄
し
て
お
り
、「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
絵
画
」
に
つ
い
て
の
包
括
的
か
つ
統
一
的
な
表
象
を
与
え
る
よ
う
な
類
い

の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
む
し
ろ
展
示
空
間
を
攪
乱
し
、
観
る
者
を
混
乱
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
カ
タ

ロ
グ
が
提
示
す
る
の
は
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
絵
画
（
あ
る
い
は
展
示
作
品
）
が
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
つ
い
て
で
は
な
く
、
ど0

の
よ
う
に
作
用
す
る
の
か

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
つ
い
て
な
の
で
あ
る
。

四
、「
カ
タ
ロ
グ
」
の
前
景
化
と
分
類
の
手
法

前
章
で
は
、
詩
的
イ
マ
ー
ジ
ュ
の
生
成
の
場
と
し
て
の
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
に
つ
い
て
、
一
九
二
五
年
「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
絵
画
」

展
の
事
例
を
考
察
し
た
。
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
の
な
か
で
、
出
品
作
家
や
作
品
を
め
ぐ
っ
て
書
か
れ
た
詩
的
テ
ク

ス
ト
を
冒
頭
に
置
く
と
い
う
ス
タ
イ
ル
自
体
は
、
他
の
個
展
や
グ
ル
ー
プ
展
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
が
出
品
作

品
リ
ス
ト
を
包
含
す
る
こ
と
は
異
例
で
あ
る
。
一
方
で
、
一
九
三
〇
年
代
に
な
る
と
、
よ
り
網
羅
的
な
情
報
化
や
分
類
へ
の
志
向
が
前

景
化
し
、
序
文
の
性
格
も
別
種
の
も
の
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。
で
は
、
そ
の
よ
う
な
カ
タ
ロ
グ
の
構
成
は
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の

美
術
の
展
開
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
章
で
は
、
狭
義
の
「
カ
タ
ロ
グ
」

―
す
な
わ
ち
目
録
と

し
て
の
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ

―
と
、
そ
こ
に
お
け
る
分
類
概
念
を
手
掛
か
り
に
同
問
題
を
考
察
す
る
。

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
グ
ル
ー
プ
展
に
お
い
て
、「
カ
タ
ロ
グ
」
と
い
う
語
が
常
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
管
見
の
限
り
一
九
三

〇
年
頃
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
以
前
の
、
展
覧
会
に
付
随
し
て
発
行
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
お
い
て
も
、
出
品
作

家
の
名
と
作
品
タ
イ
ト
ル
と
い
う
最
低
限
の
情
報
を
何
ら
か
の
か
た
ち
で
列
挙
す
る
こ
と
は
常
套
手
段
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
展
覧
会

の
内
容
に
関
わ
る
論
考
、
そ
れ
に
対
応
す
る
挿
図
、
網
羅
的
か
つ
一
定
の
秩
序
に
従
っ
て
目
録
化
さ
れ
た
出
品
情
報
（
制
作
者
と
作
品
タ



一
二
〇

イ
ト
ル
、
制
作
年
）
を
す
べ
て
兼
ね
備
え
、
な
お
か
つ
そ
れ
に
「
カ
タ
ロ
グ
」
と
い
う
語
を
冠
し
た
媒
体
を
提
示
し
た
の
は
、
一
九
三
〇

年
三
月
に
ゴ
ー
マ
ン
画
廊
（
パ
リ
）
で
開
催
さ
れ
た
コ
ラ
ー
ジ
ュ
展
が
そ
の
最
初
期
の
例
と
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
は
、

ア
ラ
ゴ
ン
に
よ
る
「
絵
画
へ
の
挑
戦
」
と
題
す
る
歴
史
的
か
つ
理
論
的
な
コ
ラ
ー
ジ
ュ
論
を
冒
頭
に
掲
げ
て
お
り
、
た
と
え
ば
「
パ
ピ

エ
・
コ
レ
」
と
「
コ
ラ
ー
ジ
ュ
」
の
違
い
や
エ
ル
ン
ス
ト
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
の
詳
細
な
分
類
な
ど
、
各
々
の
作
品
の
種
差
が
明
確
に
整
理

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
出
品
作
品
リ
ス
ト
に
お
い
て
も
、
コ
ラ
ー
ジ
ュ
と
パ
ピ
エ
・
コ
レ
が
区
別
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
分
類
概
念
の

最
上
位
に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
の
制
作
者
名
を
置
く
と
い
う
明
確
な
秩
序
を
有
し
て
い
る
。【
図
４
】
た
だ
し
、
厳
密
に
い
え
ば
、
こ
の

コ
ラ
ー
ジ
ュ
展
は
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
に
関
わ
る
作
例
の
み
を
採
り
上
げ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
グ
ル
ー
プ

展
で
は
な
い
。

目
録
化
に
加
え
、
分
類
の
観
点
に
お
い
て
も
注
目
す
べ
き
こ
の
時
期
の
事
例
は
、
一
九
三
三
年
の
グ
ル
ー
プ
展
の
カ
タ
ロ
グ
で
あ
ろ

う
。
こ
の
年
の
六
月
に
ピ
エ
ー
ル
・
コ
ル
画
廊
で
開
催
さ
れ
た
「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
展
」
は
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
続
く
シ
ュ
ル
レ

ア
リ
ス
ム
の
オ
ブ
ジ
ェ
へ
の
関
心
が
、
は
じ
め
て
展
覧
会
と
し
て
結
実
す
る
機
会
と
な
っ
た
。
こ
の
展
覧
会
で
は
、
参
加
作
家
の
名
前

が
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
配
列
さ
れ
、
そ
の
下
に
計
七
〇
項
目
の
出
品
作
品
が
番
号
を
付
し
て
記
載
さ
れ
た
計
四
ペ
ー
ジ
の
簡
易
な
カ

タ
ロ
グ
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。【
図
５
】
展
覧
会
場
で
は
、
カ
タ
ロ
グ
の
作
品
番
号
を
各
々
の
展
示
作
品
の
傍
ら
に
置
く
な
ど
、
カ
タ
ロ

グ
が
作
品
情
報
に
簡
便
に
ア
ク
セ
ス
す
る
た
め
の
検
索
機
能
を
も
担
っ
て
お
り
、
展
示
空
間
と
の
関
係
性
は
あ
る
意
味
で
機
能
的
・
合

理
的
で
あ
る
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
参
照
的
機
能
を
十
分
に
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

分
類
と
い
う
点
か
ら
い
え
ば
、
こ
の
展
覧
会
の
カ
タ
ロ
グ
で
は
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
展
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
下
に
「
彫
刻
、
オ
ブ

ジ
ェ
、
絵
画
、
デ
ッ
サ
ン
」
と
い
う
副
題
が
記
さ
れ
て
お
り
、
表
現
方
法
の
分
類
が
明
確
に
意
識
さ
れ
て
い
る  

。
な
お
、
記
載
さ
れ

た
各
々
の
作
品
タ
イ
ト
ル
は
、「
タ
ブ
ロ
ー
」
や
「
オ
ブ
ジ
ェ
」「
デ
ッ
サ
ン
」
と
い
っ
た
表
記
の
み
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
多
く
、
作

品
の
意
味
内
容
と
い
う
よ
り
も
形
式
や
形
状
の
特
色
が
前
面
に
出
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
分
類
や
ジ
ャ
ン
ル
へ
の
意
識
は
、
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シュルレアリスムと展覧会カタログ（1）

一
二
一

意
外
な
と
こ
ろ
に
も
う
か
が
え
る
。
実
は
、
こ
の
展
覧
会
の
広
報
（
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
印
刷
物
）
で
は
当
初
、
こ
の
展
覧
会
の
副
題
は
「
絵

画
、
デ
ッ
サ
ン
、
彫
刻
、
オ
ブ
ジ
ェ
、
コ
ラ
ー
ジ
ュ
」
と
な
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
い
ず
れ
か
の
段
階
で
「
コ
ラ
ー
ジ
ュ
」
と
い
う

文
言
が
削
除
さ
れ
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
順
番
が
入
れ
替
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
変
更
の
理
由
は
定
か
で
な
い
。
だ
が
、
こ

の
展
覧
会
を
組
織
し
た
の
が
ト
リ
ス
タ
ン
・
ツ
ァ
ラ
と
エ
ル
ン
ス
ト
で
あ
り
、
一
九
三
三
年
当
時
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
運
動
の
な
か

で
エ
ル
ン
ス
ト
が
コ
ラ
ー
ジ
ュ
の
旗
手
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば  

、
そ
れ
が
単
に
重
要
で
な
い
と
考
え
ら
れ
た
と
い
う
よ
り
も
、

む
し
ろ
、
コ
ラ
ー
ジ
ュ
は
彫
刻
や
オ
ブ
ジ
ェ
、
絵
画
、
デ
ッ
サ
ン
と
は
別
の
位
相
に
位
置
す
る
概
念
だ
と
考
え
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る

  

。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
よ
う
な
カ
タ
ロ
グ
作
成
の
段
階
で
の
推
敲
の
跡
か
ら
、
分
類
に
た
い
す
る
明
確
か
つ
慎
重
な
態
度
が
間
接

的
に
で
あ
れ
浮
き
彫
り
と
な
る
。

付
言
す
る
と
、
こ
の
展
覧
会
に
ま
つ
わ
る
別
の
印
刷
物
で
は
、
さ
ら
に
細
か
く
オ
ブ
ジ
ェ
の
種
類
が
分
類
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
エ
フ
ェ

メ
ラ
に
は
い
く
つ
か
の
要
素
が
あ
る
が  
、
本
論
の
議
論
で
何
よ
り
重
要
な
の
は
、
出
品
作
品
の
情
報
と
し
て
キ
ー
ワ
ー
ド
が
列
挙
さ

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、「
不
快
な
オ
ブ
ジ
ェ
」「
椅
子
」「
デ
ッ
サ
ン
」「
性
」「
絵
画
」「
草
稿
」
等
々
と
い
っ
た
具

合
で
、
技
法
・
形
状
に
基
づ
く
分
類
に
加
え
て
、
作
品
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
引
用
さ
れ
た
概
念
や
出
品
作
家
の
制
作
に
ま
つ
わ
る
概
念
な

ど
、
多
岐
に
渡
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
列
挙
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
当
時
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
造
形
的
表
現
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
の
豊
富

な
語
彙
が
出
揃
っ
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う  
。

分
類
へ
の
意
識
は
、
一
九
三
六
年
五
月
の
「
オ
ブ
ジ
ェ
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
展
」（
シ
ャ
ル
ル
・
ラ
ッ
ト
ン
画
廊
、
パ
リ
）
の
カ
タ
ロ

グ
で
も
顕
著
で
あ
る
。
先
に
触
れ
た
通
り
、
一
九
三
三
年
の
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
に
お
い
て
、
項
目
（
出
品
作
品
）
配
列
の
最
上
位
概
念
は

制
作
者
名
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
と
い
う
秩
序
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
一
九
三
〇
年
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
展
と
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
一

九
三
六
年
の
オ
ブ
ジ
ェ
展
で
は
、
カ
タ
ロ
グ
を
統
べ
る
配
列
最
上
位
概
念
は
オ
ブ
ジ
ェ
の
種
類
で
あ
る  

。
各
項
目
に
ナ
ン
バ
リ
ン
グ

は
な
い
が
、
こ
の
小
冊
子
も
ま
た
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
オ
ブ
ジ
ェ
を
め
ぐ
る
造
形
言
語
の
多
様
化
を
視
覚
的
に
示
し
て
い
る
。
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一
二
二

ち
な
み
に
、
こ
の
展
覧
会
の
カ
タ
ロ
グ
で
は
、
展
覧
会
の
内
容
に
関
す
る
ブ
ル
ト
ン
の
テ
ク
ス
ト
を
冒
頭
に
冠
し
て
お
り
、
一
九
三

三
年
の
カ
タ
ロ
グ
と
同
様
、
図
版
の
挿
入
は
な
い
。
た
だ
し
、
一
九
三
六
年
の
オ
ブ
ジ
ェ
展
は
、
同
年
刊
行
さ
れ
た
『
カ
イ
エ
・
ダ
ー

ル
』
誌
の
特
集
号
で
多
数
の
図
版
や
ブ
ル
ト
ン
の
オ
ブ
ジ
ェ
論
（「
オ
ブ
ジ
ェ
の
危
機
」
と
題
さ
れ
、
包
括
的
に
そ
の
理
論
・
方
法
を
論
じ
た

も
の
）
が
掲
載
さ
れ
る
な
ど  

、
カ
タ
ロ
グ
の
機
能
の
一
部
が
外
部
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、
先
述
の
よ
う
に
、
美
術
を
伝

え
る
メ
デ
ィ
ア
や
情
報
量
が
増
大
か
つ
多
様
化
し
た
一
九
世
紀
以
降
の
時
代
に
あ
っ
て
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
シ
ュ

ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
展
覧
会
で
も
同
様
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
一
九
三
六
年
展
の
カ
タ
ロ
グ
は
、
展
覧
会
の
展
望
を
ま
と
め
あ
げ
、

展
示
空
間
を
補
助
す
る
た
め
の
テ
ク
ス
ト
空
間
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
一
九
三
〇
年
代
半
ば
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
で
は
、
ジ
ャ
ン
ル
や
メ
デ
ィ
ア
、
表
現
方
法
の

種
差
に
た
い
す
る
分
類
意
識
が
高
ま
り
、
そ
れ
を
合
理
的
な
秩
序
や
配
列
論
理
に
従
っ
て
機
能
的
に
提
示
す
る
と
い
う
構
成
が
目
立
つ
。

こ
の
よ
う
な
形
式
は
、
展
示
空
間
の
前
衛
性
や
実
験
性
に
比
し
て
、
あ
る
い
は
前
章
で
検
討
し
た
カ
タ
ロ
グ
と
並
べ
て
も
比
較
的
オ
ー

ソ
ド
ッ
ク
ス
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
そ
れ
自
体
が
考
察
の
対
象
と
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
見
何
の
変
哲
も
な
い
カ

タ
ロ
グ
も
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
展
覧
会
活
動
全
体
の
な
か
に
位
置
付
け
、
比
較
検
討
す
る
な
ら
ば
、
各
々
の
差
異
か
ら
み
え
て
く

る
も
の
が
確
か
に
あ
る
。

第
一
に
、
詩
的
イ
マ
ー
ジ
ュ
生
成
の
場
と
し
て
の
テ
ク
ス
ト
空
間
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
独
立
し
た
一
覧
表
を
提
示
す
る
三
〇
年
代
の

カ
タ
ロ
グ
は
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
造
形
的
語
彙
が
ど
の
よ
う
に
充
実
し
、
ど
の
よ
う
に
提
示
さ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
を
端
的
か
つ

視
覚
的
に
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
カ
タ
ロ
グ
の
登
場
は
、
展
覧
会
の
開
催
地
が
パ
リ
だ
け
で
な
く
多
様
化
し
、
出
品
作
家
や
出
品

作
品
数
が
増
加
し
た
時
期
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
美
術
の
多
様
化
に
伴
い
、
そ
れ
ら
を
並
置
・
分

類
す
る
た
め
の
論
理
と
い
う
も
の
が
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。（
こ
の
こ
と
は
、
一
九
三
〇
年
代
半
ば
の
シ
ュ
ル
レ
ア

リ
ス
ム
の
展
覧
会
の
国
際
化
＝
国
際
展
の
隆
盛
の
時
期
に
、
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
に
お
い
て
出
品
作
品
の
メ
デ
ィ
ア
や
形
式
が
目
録
の
配
列
の
上
位
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シュルレアリスムと展覧会カタログ（1）

一
二
三

概
念
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る  

。）
そ
し
て
、
こ
の
時
期
こ
そ
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
展
覧
会
の
内
部
空
間
、
展
示
空

間
の
写
真
が
意
識
的
に
撮
影
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
き
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
一
九
二
〇
年
代

の
展
覧
会
の
展
示
空
間
そ
れ
自
体
は
、
残
さ
れ
た
数
少
な
い
史
資
料
を
み
る
限
り
、
比
較
的
穏
健
な
も
の
が
多
い
。
一
方
、
一
九
三
〇

年
代
前
半
か
ら
半
ば
に
か
け
て
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
展
で
は
、
造
形
的
表
現
の
多
様
化
に
伴
っ
て
、
そ
れ
を
分
類
し
、
配
列
し
、
展

示
す
る
方
法
が
カ
タ
ロ
グ
と
展
示
空
間
双
方
で
同
時
に
探
求
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
を
踏
ま
え
、
次
稿
で
は
、
一
九
三
〇
年
代
以
降
の
グ
ル
ー
プ
展
の
カ
タ
ロ
グ
の
構
成
を
、
展
示
空
間
に
お
け
る
陳
列
の
方
法
と

の
関
わ
り
か
ら
さ
ら
に
考
察
を
深
め
た
い
。
そ
の
際
、
共
時
的
な
観
点
、
す
な
わ
ち
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
の
同
時

代
的
な
位
置
づ
け
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
は
じ
め
に
述
べ
た
通
り
、
一
九
三
〇
年
代
は
パ
リ
万
博

や
退
廃
芸
術
展
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
に
お
い
て
も
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
展
示
の
問
題
が
そ
れ
ぞ
れ
の
か
た
ち
で
議
論
の
俎

上
に
載
せ
ら
れ
た
時
期
で
あ
り
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
展
覧
会
の
展
開
の
み
な
ら
ず
、
二
〇
世
紀
の
展
覧
会
史
を
考
察
す
る
う
え
で

も
き
わ
め
て
重
要
な
時
期
で
あ
る
か
ら
だ
。
そ
し
て
、
次
稿
の
議
論
の
端
緒
と
な
る
の
は
、
一
九
三
〇
年
代
に
顕
著
と
な
っ
た
機
能
的

か
つ
一
覧
表
的
な
カ
タ
ロ
グ
の
形
態
が
、
合
理
性
と
い
う
側
面
の
み
な
ら
ず
、
同
時
に
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
的
な
関
心
を
孕
ん
で
い
た

の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
い
で
あ
る
。

註1　

そ
の
こ
と
は
、
註
６
で
も
言
及
す
る
ア
ン
ド
レ
・
ブ
ル
ト
ン
の
「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
絵
画
」
が
単
行
本
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、
一
九
六
五
年
の
増
補

改
訂
新
版
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
際
、
収
録
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
計
八
〇
編
の
う
ち
、
実
に
六
〇
編
近
く
が
展
覧
会
を
機
に
カ
タ
ロ
グ
等
で
発
表
さ
れ
た
文
章

で
あ
っ
た
こ
と
が
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
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一
二
四

2　

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
展
覧
会
に
関
す
る
研
究
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
が
、
比
較
的
ま
と
ま
っ
た
論
考
が
読
め
る
文
献
と
し
て
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

Ian D
unlop, Shock of the N

ew
: Seven H

istoric E
xhibitions of M

odern A
rt, N

ew
 York:  A

m
erican H

eritage P
ress, 1972;  M

arcel Jean, éd., 

A
utobiographie du surréalism

e, Paris:  É
ditions du Seuil, 1978;  E

lyette G
uiol-B

enassaya, L
a presse face au surréalism

e de 1925 à 1938, Paris:  
É

ditions du C
entre national de la recherche scientifique, 1982;  B

ruce A
ltshuler, T

he A
vant-G

arde in E
xhibition: N

ew
 A

rt in the 20th C
entury, 

N
ew

 York:  A
bram

s, 1994;  B
rian O

’D
oherty, Inside the W

hite C
ube: T

he Ideology of the G
allery Space, B

erkeley:  U
niversity of C

alifornia P
ress, 

1999;  L
ew

is K
achur, D

isplaying the M
arvelous: M

arcel D
ucham

p, Salvador D
alí, and Surrealist E

xhibition Installations, C
am

bridge, M
ass.:  M

IT
 

P
ress, 2001;  M

ary A
nn C

aw
s, Surrealism

, L
ondon:  P

haidon P
resss, 2004;  B

ruce A
ltshuler, Salon to B

iennial: E
xhibitions T

hat M
ade A

rt 

H
istory, Vol.1 , L

ondon, N
ew

 York:  P
haidon, 2008;  A

dam
 Jolles, T

he C
uratorial A

vant-G
arde: Surrealism

 and E
xhibition P

ractice in France, 

1925–1941, Pennsylvania:  Penn State U
niversity P

ress, 2014 .

3　

以
下
の
拙
著
第
二
部
で
中
心
的
に
論
じ
て
い
る
。
石
井
祐
子
『
コ
ラ
ー
ジ
ュ
の
彼
岸

―
マ
ッ
ク
ス
・
エ
ル
ン
ス
ト
の
制
作
と
展
示
』
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、
二

〇
一
四
年
。

4　

関
連
す
る
研
究
と
し
て
、
た
と
え
ば
以
下
の
よ
う
な
論
考
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
展
示
空
間
に
関
す
る
研
究
に
比
し
て
そ
の
数
は
決
し

て
多
く
な
い
。C

laude M
aillard-chary, «L

e dictionnaire abrégé du surréalism
e au pied de la lettre ou l’étrange survie d’un catalogue d’exposition», 

M
élusine, C

ahiers du centre de recherche sur le surréalism
e, n°12 , L

isible-visible, L
ausanne:  L’A

ge d’hom
m

e, 1991 , pp. 105 -122 .

5　

同
展
の
出
品
作
品
は
総
数
二
五
点
と
し
て
、
フ
ォ
ビ
ン
ケ
ル
が
以
下
の
文
献
で
そ
の
同
定
を
試
み
て
い
る
。A

ndreas Vow
inckel, Surrealism

us und K
unst: 

Studien zu Ideengeschichte und B
edeutungsw

andel des Surrealism
us vor G

ründung der surrealistischen B
ew

egung und zu B
egriff, M

ethode und 

Ikonographie des Surrealism
us in der K

unst 1919 bis 1925, O
lm

s, 1989 , S. 30 -55 .

6　
「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
絵
画
」
は
、
一
九
二
五
年
七
月
一
五
日
付
け
発
行
の
『
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
革
命
』
誌
第
四
号
か
ら
連
載
が
は
じ
ま
る
。
そ
の
論

考
に
、
一
九
二
七
年
開
催
の
タ
ン
ギ
ー
展
、
ア
ル
プ
展
へ
の
序
文
が
加
え
ら
れ
、
一
九
二
八
年
に
『
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
絵
画
』
と
い
う
一
冊
の
単
行

本
に
纏
め
ら
れ
た
（A

ndré B
reton, L

e surréalism
e et la peinture, avec soixante-dix-sept photogravures d’après M

ax E
rnst, G

iorgio de C
hirico, Joan M

iró, G
eorges 

B
raque, A

rp, Francis P
icabia, Pablo P

icasso, M
an R

ay, A
ndré M

asson, Y
ves Tanguy, Paris:  N

R
F, L

ibrairie G
allim

ard, 1928

）。
以
降
、
一
九
四
五
年
の
増
補

（id., L
e surréalism

e et la peinture, suivi de G
enèse et perspective artistiques du surréalism

e et de Fragm
ents inédits, N

ew
 York:  B

rentano’s, 1945

）
を
経
た
後
、

そ
の
他
の
絵
画
論
を
含
め
た
同
名
の
大
著
『
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
絵
画
』（id., L

e surréalism
e et la peinture, nouvelle édition revue et corrigée, 1928-1965, 



シュルレアリスムと展覧会カタログ（1）

一
二
五

Paris:  G
allim

ard, 1965

）
と
し
て
編
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
邦
訳
：
ア
ン
ド
レ
・
ブ
ル
ト
ン
『
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
絵
画
』
瀧
口
修
造
、
巖
谷
國
士
監
修
、

粟
津
則
雄
ほ
か
訳
、
人
文
書
院
、
一
九
九
七
年
。

7　

こ
の
時
期
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
絵
画
を
め
ぐ
る
一
連
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
以
下
を
参
照
。K

im
 G

rant, Surrealism
 and the Visual A

rts: 

T
heory and R

eception, C
am

bridge U
niversity P

ress, 2005 .

な
お
、「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
絵
画
」
展
は
、
件
の
ブ
ル
ト
ン
の
エ
ッ
セ
イ
「
シ
ュ
ル
レ

ア
リ
ス
ム
と0

絵
画
」
に
比
し
て
、
絵
画
と
の
結
び
つ
き
と
い
う
点
で
よ
り
直
接
的
な
タ
イ
ト
ル
「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の0

絵
画
」
を
冠
し
て
い
る
。
そ
う

い
う
意
味
で
も
、
こ
の
展
覧
会
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
し
て
の
性
格
は
従
来
指
摘
さ
れ
て
き
た
通
り
で
あ
る
。

8　

H
enri L

efevre, m
inutes of the B

ureau de recherches surréalistes for O
ctober 19 , 1925 , dans A

rchives du surréalism
e, présenté et annoté par 

M
arguerite B

onnet, tom
e. 2 , Paris:  G

allim
ard, 1988 , p. 45 . See also Jolles, op. cit., p.44 .

9　

R
obert D

esnos, «L
e sens révolutionnaire du surréalism

e», dans N
ouvelles H

ébrides: et autres textes, 1922-1930, édition établie, présentée et 

annotée par M
arie-C

laire D
um

as, Paris:  G
allim

ard, 1978 , pp. 231 -234 .

10　

と
く
に
こ
の
一
九
二
八
年
の
デ
・
キ
リ
コ
展
は
、
デ
・
キ
リ
コ
を
し
て
誹
謗
中
傷
だ
と
言
わ
し
め
た
よ
う
に
、
弾
劾
展
と
い
う
に
相
応
し
い
も
の
で
あ
っ

た
。
当
時
、
一
九
二
六
年
以
降
の
デ
・
キ
リ
コ
の
「
堕
落
」
が
デ
ス
ノ
ス
や
ブ
ル
ト
ン
ら
か
ら
厳
し
く
攻
撃
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
問
題
提
起
と
も
い
う

べ
き
展
覧
会
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
当
時
は
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
オ
ブ
ジ
ェ
に
た
い
す
る
関
心
が
高
ま
っ
た
時
期
で
も
あ
る
。
そ
う
い
う

意
味
で
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
自
前
の
画
廊
で
は
、
当
時
の
運
動
の
展
開
や
興
味
関
心
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
反
映
す
る
、
機
動
力
の
高
い
展
覧
会
が
行
わ

れ
て
い
た
と
い
え
る
。

11　

と
は
い
え
、
こ
ち
ら
も
す
ぐ
に
閉
じ
ら
れ
て
お
り
、
彼
ら
の
自
前
の
画
廊
運
営
に
は
常
に
困
難
が
付
き
ま
と
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

12　

会
場
と
な
っ
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
比
較
的
小
規
模
の
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
メ
ン
バ
ー
と
の
結
び
つ
き
も
強
く
、
彼
ら
が
展
覧
会
組

織
の
主
導
権
を
握
る
こ
と
も
大
い
に
可
能
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

13　

一
九
二
六
年
「
マ
ン
・
レ
イ
の
タ
ブ
ロ
ー
と
島
々
の
オ
ブ
ジ
ェ
」
展
以
降
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
展
示
に
お
け
る
デ
ペ
イ
ズ
マ
ン
に
つ
い
て
は
、
以
下

に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
長
谷
川
晶
子
「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
展
示
に
お
け
る
デ
ペ
イ
ズ
マ
ン
」『
水
声
通
信
』
水
声
社
、
二
三
号
、
三
／
四
月
合
併
号
、

二
〇
〇
八
年
、
一
〇
四
～
一
一
一
頁
。
ま
た
、
一
九
二
七
年
「
ジ
ョ
ル
ジ
オ
・
デ
・
キ
リ
コ
の
旧
作
」
展
の
ウ
ィ
ン
ド
ウ
・
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
以
下
を
参
照
。Jolles, op. cit., pp. 85 ff.

14　

石
井
前
掲
書
、
第
三
章
を
参
照
。



一
二
六

15　

一
九
三
七
年
に
ブ
ル
ト
ン
は
、
グ
ラ
デ
ィ
ー
ヴ
ァ
画
廊
に
つ
い
て
、
講
演
や
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
が
上
演
さ
れ
る
場
所
で
あ
る
が
全
面
的
に
営
利
目
的
の
場
所

で
は
な
い
と
ピ
カ
ソ
に
語
っ
て
い
る
。A

ndré B
reton, lettre à P

icasso, 15  m
ars 1937 , M

usée P
icasso A

rchives, M
P

 3649 , in L
ew

is K
achur, 

D
isplaying the M

arvelous, op. cit., p. 223 .
16　

一
九
三
〇
年
代
後
半
以
降
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
展
覧
会
に
つ
い
て
は
、
次
稿
で
詳
し
く
検
討
す
る
。

17　

同
展
に
出
品
さ
れ
た
作
品
は
、
ア
ル
プ
を
除
き
、
す
で
に
『
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
革
命
』
誌
に
図
版
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。（G

rant, op. cit., p.144 .

） 

ま
た
、

出
品
作
家
に
つ
い
て
も
「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
」（
ブ
ル
ト
ン
、
一
九
二
四
年
）
の
脚
注
お
よ
び
「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
絵
画
」
で
言
及
さ
れ
た
画
家

た
ち
が
大
部
分
を
占
め
た
。

18　

マ
ッ
ソ
ン
の
オ
ー
ト
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
デ
ッ
サ
ン
は
一
九
二
六
年
頃
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
絵
画
」
展
に
出
品
さ
れ
た
作
品
は
厳
密

な
意
味
で
の
「
オ
ー
ト
マ
テ
ィ
ス
ム
」
的
絵
画
の
傾
向
と
は
言
い
難
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
萌
芽
は
見
出
せ
る
。
同
じ
く
、
ミ
ロ
の
絵
画
も
今
日
の

私
た
ち
の
目
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
が
「
オ
ー
ト
マ
テ
ィ
ッ
ク
」
で
あ
る
と
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
が
、
前
年
の
ピ
エ
ー
ル
画
廊
で
の
展
示
の
際
に
も
、
そ

れ
が
あ
る
種
の
オ
ー
ト
マ
テ
ィ
ス
ム
絵
画
で
あ
る
と
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

19　

当
時
デ
ス
ノ
ス
は
オ
ー
ト
マ
テ
ィ
ス
ム
の
旗
手
で
あ
り
、
こ
の
序
文
も
こ
れ
ま
で
自
動
記
述
や
夢
の
記
述
と
関
連
付
け
ら
れ
て
き
た
。
な
お
、
夢
の
記
述

は
当
時
の
『
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
革
命
』
誌
に
も
多
数
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
と
の
比
較
は
充
分
に
可
能
で
あ
る
。

20　

具
体
的
に
は
、
ア
ル
プ
の
抽
象
的
か
つ
ビ
オ
モ
ル
フ
ィ
ッ
ク
な
レ
リ
ー
フ
、
デ
・
キ
リ
コ
の
い
わ
ゆ
る
形
而
上
的
絵
画
、
エ
ル
ン
ス
ト
の
フ
ロ
ッ
タ
ー
ジ
ュ

作
品
、
ク
レ
ー
の
極
端
な
遠
近
法
的
線
描
に
よ
る
室
内
イ
メ
ー
ジ
、
キ
ュ
ビ
ス
ム
的
手
法
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
マ
ッ
ソ
ン
の
鳥
、
ミ
ロ
の
シ
ン
プ
ル
な
線

描
画
、
ピ
カ
ソ
の
同
じ
く
簡
潔
な
線
描
に
よ
る
（
し
か
し
分
析
的
キ
ュ
ビ
ス
ム
期
の
作
品
に
比
較
す
る
と
幾
分
再
現
的
な
）
女
性
頭
部
、
マ
ネ
キ
ン
を
モ
テ
ィ
ー

フ
と
し
た
マ
ン
・
レ
イ
の
写
真
的
作
品
と
い
う
具
合
で
あ
る
。
な
お
、
図
版
に
添
え
ら
れ
た
作
品
情
報
は
作
家
名
と
当
時
の
作
品
タ
イ
ト
ル
に
限
ら
れ
、
制

作
年
の
表
記
は
な
い
。

21　

島
本
浣
『
美
術
カ
タ
ロ
グ
論

―
記
録
・
記
憶
・
言
説
』
三
元
社
、
二
〇
〇
五
年
。
こ
の
著
で
は
、
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
の
み
な
ら
ず
、
競
売
カ
タ
ロ
グ
や

美
術
館
カ
タ
ロ
グ
、
カ
タ
ロ
グ
・
レ
ゾ
ネ
も
含
め
て
さ
ら
に
包
括
的
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

22　

た
と
え
ば
、
競
売
カ
タ
ロ
グ
に
お
い
て
は
「
実
際
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
展
示
品
の
様
態
を
そ
の
ま
ま
に
伝
え
よ
う
と
す
る
記
述
」、
初
期
の
サ
ロ
ン
の
リ
ブ

レ
で
は
展
示
空
間
を
め
ぐ
る
か
た
ち
の
記
述
な
ど
が
あ
ら
わ
れ
た
。
ま
た
、
創
設
当
時
の
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
が
制
作
し
た
美
術
館
カ
タ
ロ
グ
も
同
様
の
傾

向
を
持
っ
て
い
た
。（
島
本
、
前
掲
書
、
二
一
六
頁
。）



シュルレアリスムと展覧会カタログ（1）

一
二
七

23　

競
売
カ
タ
ロ
グ
に
お
け
る
分
類
の
詳
細
は
、
以
下
を
参
照
。
島
本
前
掲
書
、
二
二
三
～
二
二
六
頁
。

24　

島
本
前
掲
書
、
三
〇
六
頁
。

25　

一
方
、
と
り
わ
け
ル
ー
ブ
ル
な
ど
の
美
術
館
カ
タ
ロ
グ
で
は
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
の
カ
タ
ロ
グ
の
性
格
も
強
化
さ
れ
て
い
く
こ
と
は
注
目
す
べ
き
事

態
で
あ
ろ
う
。

26　

辞
書
編
纂
に
お
け
る
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
の
配
列
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。Jonathon G

reen, C
hasing the Sun:  D

ictionary-M
akers and the 

D
ictionaries T

hey M
ade, N

ew
 York:  H

enry H
olt and C

om
pany, 1996 . 

邦
訳
：
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
グ
リ
ー
ン
『
辞
書
の
世
界
史
』
三
川
基
好
訳
、
朝
日
新

聞
社
、
一
九
九
九
年
。

27　

A
ltshuler, Salon to B

iennial, op.cit.

を
参
照
。
数
少
な
い
例
外
の
ひ
と
つ
は
、
ア
メ
リ
カ
で
の
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
の
最
も
早
い
大
規
模
展
と
な
っ
た
ア
ー
モ

リ
ー
・
シ
ョ
ー
（
一
九
一
三
年
）
で
あ
る
。
こ
の
展
覧
会
で
は
、
出
品
作
家
の
リ
ス
ト
が
展
示
空
間
の
配
列
（
実
際
に
展
示
さ
れ
た
部
屋
ご
と
）
に
従
っ
て
整

理
さ
れ
て
い
る
。
辞
書
の
分
野
で
は
、
早
く
か
ら
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
ア
メ
リ
カ
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
に
お

い
て
は
別
の
論
理
（
内
容
）
が
優
位
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

28　

P
réface d' A

ndré B
reton et R

obert D
esnos, dans le catalogue de l' E

xposition « L
a Peinture Surréaliste» à la G

alerie P
ierre du Sam

edi 14  au 
M

ercredi 25  N
ovem

bre 1925 , n.p.

29　

Jacqueline C
hénieux-G

endron, L
e surréalism

e, Paris:  P
resses universitaires de France, 1984 . 

邦
訳
：
ジ
ャ
ク
リ
ー
ヌ
・
シ
ェ
ニ
ウ
ー
゠
ジ
ャ
ン

ド
ロ
ン
『
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
』
星
埜
守
之
、
鈴
木
雅
雄
訳
、
人
文
書
院
、
一
九
九
七
年
、
七
三
頁
。

30　

ジ
ャ
ン
ド
ロ
ン
前
掲
書
、
一
〇
七
頁
以
降
。

31　

ジ
ャ
ン
ド
ロ
ン
前
掲
書
、
一
一
九
頁
。

32　

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
「
詩
的
イ
マ
ー
ジ
ュ
」
と
造
形
的
イ
メ
ー
ジ
と
の
関
係
性
は
そ
う
単
純
で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
、
ど
ち
ら
も
想
像
力

や
幻
覚
的
イ
メ
ー
ジ
（
ヴ
ィ
ジ
ョ
ネ
ー
ル
）
の
喚
起
力
を
要
と
す
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

33　

ブ
ル
ト
ン
と
デ
ス
ノ
ス
が
、
展
覧
会
会
場
に
並
べ
ら
れ
た
作
品
群
を
観
な
が
ら
こ
の
テ
ク
ス
ト
を
書
い
た
の
か
否
か
は
知
る
由
が
な
い
。
た
だ
、
序
文
テ

ク
ス
ト
で
引
用
さ
れ
た
作
品
を
引
用
順
に
並
べ
て
み
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
サ
イ
ズ
等
に
お
い
て
極
端
に
バ
ラ
バ
ラ
で
、
物
理
的
に
モ
ノ
を
配
列
す
る
際
の

現
実
的
制
約
を
超
越
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
、
そ
れ
が
展
示
空
間
の
配
列
を
再
現
的
に
記
録
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
容
易
に
推
測
さ
れ
る
。
一
方
で
、
註

17
に
述
べ
た
よ
う
に
、
同
展
に
出
品
さ
れ
た
作
品
の
多
く
は
す
で
に
『
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
革
命
』
誌
に
図
版
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
ブ
ル
ト
ン
ら
が
各



一
二
八

作
品
の
具
体
的
イ
メ
ー
ジ
を
（
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
）
想
起
し
な
が
ら
こ
の
テ
ク
ス
ト
を
し
た
た
め
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

34　

こ
の
展
覧
会
の
パ
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
な
側
面
に
つ
い
て
は
、
ジ
ョ
ル
ス
が
詳
細
に
分
析
し
て
い
る
。Jolles, op. cit, pp. 15 ff.

35　
A

ndré B
reton, «L

e surréalism
e et la peinture (1928) », op. cit., 1965 , p. 6 . （

ブ
ル
ト
ン
「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
絵
画
」
前
掲
書
、
二
二
頁
。）

36　

ジ
ョ
ル
ス
は
さ
ら
に
、
こ
の
問
題
を
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
のpicture-poem

s

の
問
題
や
、
出
品
作
品
の
画
面
上
の
イ
メ
ー
ジ
と
テ
ク
ス
ト
と
の
関
係
な
ど

を
分
析
し
、
そ
の
越
境
性
が
ス
タ
イ
ル
の
混
在
等
へ
の
批
判
を
生
ん
だ
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。Jolles, op. cit., pp. 15 ff. 

な
お
、
キ
ュ
ビ
ス
ム
の
擁
護
者

で
も
あ
っ
た
モ
ー
リ
ス
・
レ
イ
ナ
ル
は
、
同
展
に
つ
い
て
当
時
以
下
の
よ
う
な
批
評
を
寄
せ
て
い
る
。「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
絵
画
は
そ
れ
ほ
ど
遠
く
に

行
き
着
け
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
が
い
か
な
る
ス
タ
イ
ル
、
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン
、
構
造
、
造
形
性
の
熟
考
な
し
に
始
め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。」（M

aurice 

R
aynal, «L

a peinture surréaliste», L’intransigeant, D
ecem

ber 1 , 1925 , p.2 .

）

37　

M
onpart, «L

a peinture surréaliste», la sem
aine à paris 182 , N

ovem
ber 20 -27 , 1925 , pp.113 -115 .

38　

こ
の
記
述
の
前
に
は
、
真
夜
中
に
オ
ー
プ
ン
し
た
こ
の
展
覧
会
が
大
盛
況
で
あ
っ
た
こ
と
の
報
告
か
ら
は
じ
ま
り
、
観
覧
客
で
ご
っ
た
返
す
会
場
の
様
子

が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

39　

こ
の
よ
う
な
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
な
序
文
の
ス
タ
イ
ル
自
体
は
、
前
年
に
同
じ
く
ピ
エ
ー
ル
画
廊
で
開
か
れ
た
ミ
ロ
の
個
展
の
カ
タ
ロ
グ
に
寄
せ
た
バ
ン
ジ
ャ
マ

ン
・
ペ
レ
の
序
文
に
も
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
カ
タ
ロ
グ
が
特
異
な
の
は
、
そ
う
し
た
叙
述
的
な
詩
の
中
に

0

0

、
作
品
リ
ス
ト
が
も
ぐ
り
こ

ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

40　

こ
の
展
覧
会
は
、
現
在
で
は
オ
ブ
ジ
ェ
展
と
し
て
広
く
知
ら
れ
る
が
、
当
時
と
し
て
は
幾
つ
か
の
異
な
る
形
式
・
概
念
が
並
列
的
に
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。

41　

こ
の
時
期
は
す
で
に
ア
ラ
ゴ
ン
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
論
「
絵
画
へ
の
挑
戦
」（
一
九
三
〇
年
）
も
発
表
さ
れ
た
後
の
こ
と
で
あ
り
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
に
お
け

る
コ
ラ
ー
ジ
ュ
の
位
置
付
け
や
重
要
性
は
あ
る
程
度
明
確
に
な
っ
て
い
た
。

42　

あ
る
い
は
こ
の
展
覧
会
で
は
、
た
と
え
ば
一
九
三
〇
年
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
展
と
対
比
さ
せ
つ
つ
、
当
時
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
美
術
の
中
で
重
要
な
位
置
を
占

め
る
こ
と
に
な
っ
た
オ
ブ
ジ
ェ
の
領
域
に
光
を
当
て
る
こ
と
が
目
論
見
と
し
て
優
先
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
の
展
覧
会
で
は
エ
ル
ン
ス
ト

の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
作
品
の
出
品
も
確
認
で
き
な
い
。

43　

具
体
的
に
は
、
多
様
な
フ
ォ
ン
ト
が
混
在
し
た
文
字
で
書
か
れ
た
「
こ
の
展
覧
会
を
訪
れ
る
べ
し
」
と
い
う
文
言
（
そ
れ
は
、
一
九
三
一
年
の
植
民
地
展
で
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
彷
彿
と
さ
せ
、
当
時
よ
く
み
ら
れ
た
慣
用
表
現
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
）、
ツ
ァ
ラ
に
よ
る
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
的
テ
ク
ス
ト
、
エ
ル
ン
ス
ト



シュルレアリスムと展覧会カタログ（1）

一
二
九

の
指
紋
を
引
き
延
ば
し
た
痕
跡
、
出
品
作
家
の
氏
名
等
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
名
前
は
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
意

図
的
に
字
間
を
空
け
て
そ
の
秩
序
を
乱
す
な
ど
、
様
々
な
視
覚
的
実
験
が
な
さ
れ
て
い
る
。

44　

実
は
、
こ
う
し
た
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
的
分
類
へ
の
意
識
自
体
は
、
一
九
二
一
年
の
エ
ル
ン
ス
ト
展
に
も
す
で
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
エ
ル
ン
ス
ト

は
、
自
ら
考
案
し
た
ジ
ャ
ン
ル
に
従
っ
て
出
品
作
品
を
分
類
し
、
番
号
を
付
し
て
リ
ス
ト
化
し
た
。
ま
た
、
序
文
に
は
ブ
ル
ト
ン
の
初
期
の
絵
画
論
と
し

て
非
常
に
重
要
な
テ
ク
ス
ト
を
冠
し
て
い
る
。（E

xposition D
ada, M

ax E
rnst, cat. exp., Paris, A

u Sans Pareil, 1921 .

）
た
だ
し
、
本
展
は
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス

ム
の
「
宣
言
」
以
前
の
個
展
（
ダ
ダ
展
と
目
さ
れ
て
い
た
）
で
あ
り
、
別
途
位
置
付
け
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

45　

一
部
、
制
作
者
名
を
列
挙
す
る
場
合
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
準
ず
る
。

46　

C
ahiers d'art, 11 e année, nos. 1 -2,  L

'objet, 1936 .

47　

た
だ
し
、
一
九
三
六
年
に
ロ
ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
た
国
際
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
展
は
例
外
と
な
る
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
次
稿
で
詳
述
す
る
。

本
稿
は
、
二
〇
一
七
年
一
二
月
一
六
日
に
早
稲
田
大
学
で
開
催
さ
れ
た
早
稲
田
大
学
総
合
人
文
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
部
門
「
イ
メ
ー
ジ
文
化
史
」
主
催
・

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
美
術
を
考
え
る
会
企
画
・
第
一
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
も
し
も
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
が
美
術
だ
と
し
た
ら
？
」
で
の
口
頭
発
表
に
大
幅
な
加

筆
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
本
研
究
はJSP

S

科
研
費 JP17 K

13355

の
助
成
を
受
け
た
。
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参考資料①
1920年代から40年代までのシュルレアリスムのグループ展　※角括弧は参考情報

開催年 展覧会タイトル 会場 会期 開催地

1921 [Exposition Dada Max Ernst] Galerie Au Sans Pareil
[37, avenue Kléber] 5/3-6/5 Paris

1925
[Joan Miró] Galerie Pierre

[13, rue Bonaparte] 6/12-6/27 Paris

La peinture surréaliste
Galerie Pierre
[13, rue Bonaparte] 11/14-11/25 Paris

1926 [Galerie surréaliste 開廊 ] Galerie surréaliste
[16, rue Jacques-Callot]

1926年3月
-1928年 Paris

1928 Exposition surréaliste, la peinture surréa-
liste existe-t-elle?

Galerie Au Sacre du Printemps
[5, rue du Cherche-Midi] 4/2-4/15 Paris

1929 Abstrakte und Surrealistische Malerei und 
Plastik

Kunsthaus 10/6-11/3 Zürich

1930
[Exposition de collage, La peinture au défi] Galerie Goemans

[49, rue de Seine] 1930年3月 Paris

[L'Age d'or 1930] Studio 28
[10, rue Tholozé à Montmartre] 11/29 Paris

1931
[La Vérité sur les colonies] 8, avenue Mathurin-Moreau 8-9月 Paris

Newer Super-Realism Wadsworth Atheneum 11月 Hartford

1932 Surrealism Julien Levy Gallery 1/9-1/29 New York

1933 Exposition surréaliste: sculptures, objets, 
peintures, dessins

Galerie Pierre Colle
[29, rue Cambacérès] 6/7-6/18 Paris

1934
[Exposition Minotaure] Palais des Beaux-Arts 5/12-6/3 Bruxelles

Was ist Surrealismus? Kunsthaus 10/11-11/4 Zürich

1935

International kunstudstilling: kubisme-surreali-
sme

Den Frie 1/15-1/28 Copenhagen

Exposición surrealista [Ateneo] 5/6-5/21 Santa Cruz, 
Tenerife

Exposition surréaliste
Galerie La Louvière
[salle d'exposition de la commune] 10/13-10/27 Bruxelles

Surrealism Julien Levy Gallery 11月 New York

Exposition de Dessins Surréalistes Aux Quatre Chemins 12/13-12/30 Paris

1936
Exposition surréaliste d’objets

Galerie Charles Ratton
[14, rue de marignan] 5/22-5/29 Paris

International Surrealist Exhibition New Burlington Galleries 6/11-7/4 London

1936-
1937 Fantastic Art, Dada, Surrealism The Museum of Modern Art 

12/9-1/17
（1937）	

※巡回あり
New York

1937 ［Galerie Gradiva 開廊］ 31, rue de Seine 年内に閉廊 Paris
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開催年 展覧会タイトル 会場 会期 開催地

1937

海外超現実主義作品展 日本サロン
（銀座西6丁目5）

6/10-14	
（東京）	

※巡回あり

東京、京都、
大阪、名古屋

[Entartete Kunst] Antikenmuseum im Hofgarten
7/19-11/30
※巡回あり
（～1938）

München, 
Berlin, Leipzig,  

Düsseldolf

Surrealist Objects and Poems
London Gallery
[28 Cork Street, W1] 11/24-12/24 London

1938

Exposition internationale du surréalisme 
Galerie Des Beaux-Arts
[140, rue du Faubourg Saint-Honoré]

1/17-2月	
※巡回あり

Paris, 
Amsterdam 
(Galerie 
Robert,	

 Frühjahr)

Realism and Surrealism 5/28-6/26 Gloucester

International nutidskunst, Konstruktivisme, 
Neoplasticisme, Abstrakte kunst, Surrealisme

Kunstnerforbundet 9/16-10/2 Oslo

1940
Exposicion Internacional del Surrealismo Galería de Arte Mexicano 1月 -2月 Mexico City

Surrealism To-day Zwemmer Gallery 6/13-7/3 London

1941
Surrealist Art New York School for Social Research 2/1-2/17 New York

New Acquisitions: Fantastic Art, Dada, 
Surrealism 

The Museum of Modern Art 7/23-9/29 New York

1942

[Artists in Exile] Pierre Matisse Gallery 3/3-3/28 New York

First Papers of Surrealism Whitelaw Reid Mansion 10/14-11/7 New York

[Art of this Century, Objects, Drawings, Photographs, 
Paintings, Sculpture, Collages, 1910-1942] Gallery Art of This Century

10月	
（1947年5月に

閉廊）
New York

1943 Twelve Surrealists Modern Art Society 4/20-5/23 Cincinnati

1944 Abstract and Surrealist Art in the United 
States

Cincinnati, Art Museum
2月 -	

※巡回あり
Cincinnati, San 

Francisco

1945-
1946

Surrealist diversity 1915-1945 Arcade Gallery 10/4-10/30 London

Surréalisme : Exposition de tableaux, 
dessins, collages, objets, photos et textes

Galerie des Editions La Boétie
1945/12/15-
1946/1/15 Bruxelles

1947-
1948

Le Surréalisme en 1947:  Exposition 
Internationale du Surréalisme

Gallerie Maeght
[13, rue Téhéran] 7月 -8月 Paris

Abstract and Surrealist American Art: Fifty-
Eighth Annual Exhibition of American 
Paintings and Sculpture

Art Institute of Chicago
1947/11/6-
1948/1/11 Chicago

Exposition internationale du surréalisme Prague

1948 Surrealist Art : Displaced Paintings of 
Refugees from Nazi Germany

Institute of Art 4/9-5/9 Minneapolis 

1949 Surréalisme: poésie et art contemporains Librairie Matarasso Paris
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図１：シュルレアリスムの絵画展（1925）のカタログ（見開き１頁目および裏表紙の裏面）

図２：シュルレアリスムの絵画展（1925）の
カタログ挿図

図３：シュルレアリスムの絵画展（1925）のカ
タログ（4頁目）

図4：コラージュ展のカタログ（1930年）

図5： シ ュ ルレアリスム展
（1933年）のカタログ


